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GOZR GES 酸化 トリ ウム , ペ リク レー ス 及 び 金 剛 石 の 熱 膨 月 外 3 件 
岩石 学 及び 火山 学 岩 此 ガス に 於 ける 化学 的 平衡 外 3 件 
金属 KR - 硫黄 の 同位 元素 と 久 物 共生 外 3 件 
石油 鉱床 学 石油 の 産 状 外 5 件 
参 6 BR 学 硝子 内 に 食 有 され る ガス 成分 の 研究 外 2 件 
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日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 総会 開催 予告 


期 日 昭和 33 年 1 月 18 日 ( 土 ) 午後 2 時 
場 所 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 第 一 講義 室 


総会 に 引続き 記念 講演 並び に 女 親 会 を 行い ます 。 
詳細 は 本 計 第 41 券 6 号 に 掲載 致し ます 。 
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PUR SASK 5 Cu-Fe-S 系 鉱物 の 離 溶 共生 (II) 


Exsolution intergrowths of the marmatite and the Cu-Fe-—S 
system minerals from Kyushyu (II) 


PS $2 3 #2 (Toshinori Matsukuma)* 
宮 久 三千年 (Michitoshi Miyahisa) ** 


問 聖 鉛 鉱 の 共生 関係 

尾平 式 録 床 の 硫化 鉱物 の 種類 は 非常 に そ 多 い が , 隊 亜 色 鉱 の 品 出 時 期 は これ ら の CEE 
較 的 早期 に 属し , TORRE, REG RCH O CHR, 多く は 3 
鉄 物 が 複雑 に 混在 する 塊状 鉄 石 を な す 。 そ の 副 成 分 と し て 一 般 に 自然 蒼 鉛 , BERRMEO 
Bi-gima birt L (BSeSRRLIR, SES, 松尾 等 ), 時 に 自然 金 , クノ ラプ ロート 鉄 , テル ル 
ERAGE. (PAB), 或いは ウィ イチ ヘ ン 鉄 (?) が (BAB) 生ずる こと が ある 。 “NEO 
錯 時 期 は 磁 硫 鉄鉱 , 黄銅 鉄 と ほ ゞ 同時 で 関 亜人 錠 鉄 より 僅か に 遅れ る も の と 考 えら れる 。 

次 いで 方 色 鍼 の 時 代 に 移り , Pb-Sb OFUERM, 交 安 鉄 の 低温 性 鉱物 の 時 期 と な る 。 

83D — AMS AK & ABR ATP ICV TS LOL Bon, AR MIL 
CHER, SEPRAEO AL OC — UE 7 BL ORE RL (土呂 久 , 尾平 銅 
REAR, SRE), Bw tSRMRRRE LCRA SNAIL LRG (AUB, MA 
YS) o 

LOE FCP ATUL SILER RC Re EAL T SHMO RC 卓 出 す 
AB, BRAMMIALLO BEE LCE, Biko Zinkblendesternchen と 共 
VER, 紐 状 ヴ ア レ リ ー 鉄 微小 体 を 包 有 する こと が ある (B-HAIR)?. Cu-Fe-S 系 
久 物 の 離 落 する 関 重 鈴 鉄 は 概ね 鉱石 中 に 比較 的 多量 に 磁 硫 鉄鉱 を 各 み , 黄 鋼 鉄 が 存在 する 
こと が 必要 で , 両者 に 逐 し い 時 は その 量 が 少 い 傾向 が ある 。 又 両 鉄 物 は 離 落 生成 物 を 除い 
CHAS EU BMD MMIC ESP, 脈 状 に 図 亜 銘 鉄 を 横切り 或いは 紀 状 , 斑点 状 に 鉱 
染 す る こと る も 少く な い 。 これ が た め 離 族 生成 物 と し て の それ ら と 議 別 困難 な こと が 多い 。 

Cu-Fe-S 系 鉄 物 の 離 深 の 認め られ な い 粒 と 存在 する 料 と に 分 け て , NEMO RHI 
BOK SEM LCBGRES 6 図 に 示し た が , FET SRI HS BIR Le 
FEA AAAS EERE NP MEBANIC HG o SE DORNEZOKE SMLOMASCHABHL, よ 


* 九州 大 学 工学 部 探 録 学 教 密 
** BEDE KE Mh A 
1) 宮 久 三千年 : 九州 鉄 , 22, 149~161, 1954. 
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9 り 短大 で ある 。 後者 中 に 離 溶 に よる 黄銅 鉄 料 も 存在 する は ず で ある か ら , DS VBA 
SST SOD E CA SURNAM LC 際 亜 鉛 鉄 中 に 鉄 染 し た と TSS 
と が で きる 。 こ れ に 伴い Bi- 鉄 物 , 黄 鈴 鉄 等 の 同様 な 存在 も 当然 多く 認め ちら れる 。 
関 亜鉛 鉱 の 離 溶 構造 
BOMEGAGK ED 1 次 的 に 分 外 し た (1 BY) BEPAARC RET, SOK, 


Bl 和 名鉄 床 に み ら れ る 
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ASE, 其 と の 離 深 粗 織 は 産地 に ょ つて か な り FARE 222 DFE ST S 9 iy, 
と し て 次 の 4 種 を あげ る こと が で きる 。 

SRSTARE 最も 代表 的 な 離 溶 宜 織 は 尾平 鉄山 大 炊 舗 に な られ る 。 PAHS BYU 
BSESMINCZL <, ORBSOM EMM G MH, 結晶 境界 に 沿い 網目 状 に 磁 硫 鉄 鉄 の や ゝ 
粗 炒 な 得点 が 配列 し , その 中 間 の 部 分 に 局部 的 に 貴 叉 は 寂 に 細 炒 黄銅 鉄 北 点 が 群がり 規則 
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第 6 図 BARHOMEaS 的 配列 を な す 。 粒 の 大 半 は 長短 径 の 差 の 
小さ きい 多角 尊 状 を な し , REBEIS 4~50k 
DD Av AMRORBIC BW TC OE 
鉄鉱 の 配列 方 向 > その 他 の 定 方 向 に 平行 
し て ほ さ ゞ 一 定 の 粒度 の も の が 集 り 帯状 配 
列 を な すこ と が 多い 。 一 部 に は 磁 硫 鉄 録 
Oi MR RAPROMAZ AS BRR 
に 配列 し , F2-—KROSB LOR 
Re Mra さ i ClWeBo 

PEM AGAR EBEEEL 
SHO BSS, POE e FED OKA 
TEES SR VCS EASE ILE O BEERS, 
FPAGKO PRAGA ICL A, Bi-gkwmogs 


© © 2 20 40 5060708 SO i0010 4 Bury > 6 hWwO CRSAPIUVCEEL CC Be 
0 Syke fe = 
; 状態 は 甚だ 不 規則 で ある 。 Beh 
eo| 20% LLEOXEREMA (, 大 部 分 は 多角 形 


で その 量 も 多い 。 

西 鈴 山 鉱山 本 鉱石 も 磁 硫 鉄鉱 を 主 と 
Agha, PURPA ICs BEARS 
EIU <P > HV Ramee BRE 
BLENK LOCH ENA MAA 
PARR T So MOTE BRK, 
連 珠 状 に し て 2~ 18 ORE eS 
Se MORI LAT SOO CHS0 定 方 向 


a に 治 う 配列 より , 網目 の 中 の 一 部 に 密集 

0 10 @& 30 40 80 6 70 80 90 100110 ん し , 細胞 中 の 核 の よう な 集合 形 を 有する 
A #6 B Birk DEERE TSo RMS So 

1 Cu-Fe-S shine St Ramee 新城 鉱山 LI LOM CIBER MO 

2 RHO AO Ht 量 が 多い が , POG CGA A PRICE 


硫 鉄鉱 , 昔 鋼鉄 が 逐 し く , 離 深 銚 物 も 甚だ し く 少 量 に し て 微少 で ある 。 尊 径 は L~ IQUE 
最大 9 x17k で ある , 極め て 貴 ら に 散在 する に すぎ な い 。 粒 の 形状 は 微細 粒 で は 滴 状 で 
ある が や ゝ 粗い も の で は 際 亜 鉛 鉄 に 対し て 凹 面 を 以 て 接する 完全 に 他 形 不 規則 で ある 。 
以上 の 4 SAIL e Rast L CHARA O BEA © TARY, BYE. PERRI, STORM 4 種 に 
分 類する こと が で き , その 他 の も の は 比較 的 明瞭 に これ らい に 包括 する こと が で きる 。 即ち 
SRAM PERRY (EGE 20k 以上 ) OPM ESRARL (20H 以下 も 少く な 
Ww), SAB, RATRCAERAO 4 OBER S Ato HI, BRR, BOERS, 
BREW 粗 粒 の 黄 鉛 鉱 炒 を 多数 包 有 し , 前 者 に 等 し い 形 状 を な す が , 配列 は や ゝ 不 規則 
で ある 。 Pl ME, 見 立 大 吹 , 中 野内 , 菅野 。 
we ARE (204 以下) に し て 粒度 は ほ ゞ 一 定 す る 黄 鉛 鉄 粒 より な る 。 TER, 上 
虫 状 が 極め て 多数 規則 的 に 密集 し , RARER AS CREAT ZO Hl, FESR, Bo 
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新城 型 MAIC L CURRED SRO RMRE AA L, BERT O BAD Z Lo ML 
新城 , 九 折 , BP, BA, BSA, MARS, RA, Wits, 

し か し 各 型 式 相 王 の 癌 に は 明瞭 な 線 を 割 す る こと は 困難 で , WBN DOOD < rvs 
PEALE 204 に 及ぶ 粒 が 最大 で ある が 配列 , 粒 形 は 細 閉 質 の 型 と は 著しく 異 り , + 
呂 久 は 粒度 は むし ろ 粗 水 に 近い が 離 深 生成 物 の 形態 は 全く 不定 形 で 新城 型 と 見 な され る 。 
QE Toh O RAE Rt UT Cu-Fe-S 系 鉱物 の 離 落 組織 を 有する も の 以外 に , 極め 
て 繊細 な 塵 状 , FRAG (長径 lx 内 外 ) OFFIC HET SOL MSS 
が , その 中 に は 離 次 組織 を 知る こと は で き な い 。 


BEGG fh it MRO RB KR 

EXAO BEA RMS LC RID DO LO HR, BHUSOMANCBS EF CHVONE 
LAT o BHRLO BRASH CHER, TT VY GRE REIT SRILLOMINAD CHSMY 
a ~NEORERTERDOS OC LITE RH CHS. し か し 極め て 注意 深い 観察 の 結果 で は 
産 聞 の 違い に ょ つて BRAN CWSRERELARAO 種類 と その 量 が 異 る こと を 明らか に し 
W72o SER RICAN DEORE AMAET SPER 1 表 に 一 括 表 示し た 。 その 結果 
Tr レ リ ー 鉄 に 多少 の 差 は ある が 殆ど すべ て の BRIE 普遍 的 に 発見 され た 。 TERT 
ァ レ リー 鉄 は 産出 極め て 稀 で ある と 考え られ た が , BAMBOO BANC LOTARIET SSO 
と が 有明 ら か に な つた 。 こ れ に 対し て むし ろ ォ キュ ユー バ 鉄 の 産出 は 極め て 一 部 に 限ら れ , 尾平 
RSE. 新 木 浦 に 特に 多く ( 他 の キュ ー バ 鉱 の 産出 に 比較 し て ), その 他 見 立 大 吹 , BE 
等 の 接触 交代 舗 等 床 に 産 す る 。 鉱 脈 型 の 鉱床 で は 松尾 に の み 少 © 量産 する に すぎ な い 。 これ 
OBR TN teRBEICAA, RAR BRA as ACT SEG C HS o 
PRANAB X 2 —nRE HDT, ABLMADLOMEMRRERTLEARAICO 
みみ 極め て 稀 に 認め られ る 。 

斑 銅鉱 共生 体 の 存在 は を ュー バ 銘 の 共生 体 の な い 場 合 に 良好 に 発達 する 。 両 共 生体 を 有 有 
する の は 松 選 鉄 石 の み で , キュ ー バ 鉄 , 班 鋼鉄 共に 少 い 。 細 尊 質 の 新城 , 西 鐘 山 型 鉄 石 中 
に は ヴァ レ リ ー 鉱 共生 体 よ り 疾 銅 久 共 生体 が 圧倒 的 多量 に 存在 する こと が 多い 。 BHI, 
富 高 で は この 関係 が 甚だ 鮮明 で あり , 新城 型 に お いて も 九 折 , ADB, PEA Peps 
量 的 に グ ヴァ VV Rice, 蔵 内 尾平 見 立 本 鋼 の 如く 攻 銅 鉱 が 劣勢 で あつ て も その 差 は 余 
DBL < hwo 

RRMA O-BRRAMML UCEEKHEL, RIDGES SDE % 
く は な い が , FR BAGK—ROEGRGE OD BEVASE EPR (2 ERE) LB AHA, 見 立 
大 吹 に の み 良 好 に 発達 し , 新 木 浦 , 松尾 , 落 野 の 粗 粒 型 に し ば し ば 発見 され る に すぎ ず 
細 料 型 に は 全く 存在 し な いよ う で ある 。 

RAH 考 R 

a. Wet, MAM —Or DUKTHEMROMR 既 述 の よう な 両 共生 
FAD FERC L DUEL AT SL LIMB OMEMRAD 6 後者 の 黄 銅鉱 一 ヴァレ リー KR 
AVE BIAD 変 移 を 考え ざる を えな い 。 即ち 前 者 の 斑 鋼 鉱 一 黄銅 鉱 格 子 状 共 生体 中 
RMGILOE > 残存 する が , 斑 鋼 鉄 の 部 分 は 先ず 第 一 に moire appearance DBA 
IT VY KL APO MAA LAD, 次 いで 明らか に ヴァ レ リ ー 銚 と 認め られ る 彼 粒 状 
PATE ALGO LAS. この 変 移 の 第 一 段階 に 達し た と き Mealy 5m 


少 
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, 
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で ある が , モヤ ャ モヤ の ヴァ レ リ ー 鉄 が 広く 発達 し , FOMAKEBOWSM, モヤ モヤ 
の 状態 は ヴァ レ リ ー 鉄 生成 初期 に 極め て 微細 で , 海 次 局部 的 に 集合 し て 生長 する 。 そ の 移 
動 が 不 完 全 で ある と き 原 組織 の 格子 は 明瞭 に 残存 し , ヴァ VY) RMR CHS, BB 
動 が 進行 すれ ば 原 組 織 は 次 第 に 破壊 され て 原 組 織 の 黄銅 鉱 部 分 に も る も, ヴァ レ リー Bee 
じ , 不 規則 な 形態 と 共に 肥厚 する に 至る と 解す る こと が で きる 。 

この 組織 中 の 各 鉱 物 の 化学 成分 が ぶ そ の 分 子 式 で 表わさ れ て いる も の に 一 致す る な ら は ば は , 
4 DBFALIRORM( REND 

Cu,FeS, > CuFeS, + Cu,Fe,S,(Xtk Cu,Fe,S,) 
BESAGK meek 6 ヴァ レ リ ー 鉄 

この 変化 を 滴 足 させ る た め に は HAAR Fe に 富む か , ELUCORBOMC 
Fe の 供給 を 受け る か の いずれ か で な けれ ば ば ならない 。 BERGA PIGA Faux FeS 
成分 に 富む と し て も 上 式 の 変 移 を 満足 させ る 程 に Fe に 富む と 解す る こと は 困難 で あり , 
又 後 者 の 場合 周囲 の Fe CRECNHMRO BAA L Ofec Fe の 供給 に よる 反応 が 行わ 
れる と 考え る な ら ば は , 一 部 の 例 に な る よう に 非常 に 供給 し 易い 状態 に ある に も 拘ら ず 極 め 
CHET Z SEARLS Ac BERR EL Ty VY CREM 発達 する 不 均 等 な 共生 体 の 
存在 を 説明 し 難い が , 少く 共 ゲ ヴァ レ リ ー 銘 の 生成 に 際 亜 鎖 鉄 の 存在 が 重要 な 役割 を 果す こ 
と は 老 え られ る 。 

以上 の 生成 過程 が 成立 する な ら ば ヴァ レ リ ー 銘 は 斑 鉛 鉄 の 分 解 作 用 に よ つ て 生じ た る も 
DC, 一 見 離 落 組織 と 考え られ る 共生 体 は 分 解 に よ つ て 生じ た 極微 細 料 ヴァ レ リ ー 鉄 の 移 
動 集積 で あり , これ が た め に は Fe & Hiss SINMAMRO PET URL L, BERS L PE 
鉛 鉄 の 反 遍 生成 物 と し て 生じ た と 論ずる こと が で きる 。 

PEPAK OD MBM LOT その 中 に 超 頭 役 鏡 的 な 黄銅 鉱 が 移動 集積 し て PERS GL AS 
子 の 形成 する こと が 実験 的 に 論 ぜ られ た が ), ヴァ レ リ ー 鉄 の 集積 の た め に は 加熱 が 行 
われ た と 解す る こと は 困難 で あぁ る 。 む し ろ 冷却 と ゆう 通常 の 経過 を SASULI LOT 
MAT SILMRADCHSo HARK -BMAEALEA”? に より 200°C 前 後 で 生ずる 実 
験 が 行わ れん た 。 Vr レ リ ー 銚 は それ 以下 の 温度 に お いて 生成 され る と 義 えら れる 。 
Borchert は 225°C と 推 宏 し た が 実験 的 に は 不明 で ある 。 

斑 鋼 鉱 が 冷却 に よ つ て ヴァ レ リ ー 鉄 を 生ずる 温度 に 達し た と き , その 条件 を 長く 保持 す 
る 状態 に あつ た な ら ば 前 述 の ヴァ レ リ ー 多 生成 の 方 向 に 進行 し , ヴァ レ リ ー 鍼 は 肥厚 し て 
不 規則 形 と な る 。 冷却 が 急速 で ある な ら ば ヴァレリー 鉄 を 分 離す る に 至ら ず PERO = 
ま 残 存する 。 即 も 冷却 の 温度 勾配 の 緩急 に よ つ て その 差 を 生じ る の で ある 。 

新 木 浦 , 松尾 型 の 粗 灯 状 離 溶 は 本 来 徐 准 に よっ つて 発達 する 結果 で あり , これ に 対応 し て 
班 鋼鉄 の 分 解 も 充分 に ヴァ レ リ ー 鉱 の 生成 に 進展 し , 新城 , 西 鍋 山 型 は 関 重 鈴 鉄 その る の 
も 急冷 に よ つ て 細 粒 質 組 織 を 生ずる と 共に 夷 銅 鉄 を 保存 する 結果 に な つた と 解き され る 。 

b. P5SEERSL CMEASOR HR  PITIACKOBEAZERLe L CORSA, REREAD TE 
在 は さき さわ め て 衆 知 の 事実 で ある が , Whe kD CHBAGKO BRAD B DIZ RO7o HH 
BW CLA PIR EY RAR (その 一 部 は 後期 生成 物 ) も 少な く , 果して 最初 か ら す 


1) -hepse : 地質 , 54, 184, 1948, 
2) FAVE : gk, 33, 85.91, 109118, 1949. 
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\CEERHGR & LL CHR L eDBANOW TIL SP ESHOM, HS LHO sk ¢ A AHee. 
Bric HOSNTWOHIL KV PBMRERATS OLILHLYCHSZ. その 成因 的 考察 に 
は 言及 する こと が で き な い が , HHGORNE t SOW CHL, この よう な 環境 で は 
不安 定 な 存在 で ある と いえ る 。 

c. キュ ー バ 鉱 に つい て 4a — GE CuFe。S。 な る 化学 成分 を 有 し , MR, ヴァ 
レ リ ー 鉄 に 比較 し て FeS 成分 が より 多い 。 こ と これが た め に キ ニ エー ババ 久 共 生体 と ヴァ レ リ ー 
鉄 共生 体 と が 同一 粒 中 に 産 す る こと は 移 で , 尾平 大 炊 鐘 の 如く 全く 両者 異 る 形態 を 示す 。 
見 立 大 吹 で は 同一 粒 中 に 共生 体 が 存在 する が キュ ユー バ 鉄 は ゲ ァ レ リ ー 鉄 に 先立ち 分 裂 し , 
離 落 磁 硫 鉄 鉄 粒 を 包囲 する こと より その 後 の 分 贅 と 考え られ る 。 BAR: ly weet 
REPRESSES 350°C+ EL, eo 350°C と 提唱 し た が , 本 観察 は 離 
次 温度 に つい て よく 合致 する と ゆう こと が で きる 。 

d. 鉱床 と 離 溶 組織 DLEP RET Tie ESO MRM よう な 関係 式 を 以 
て 説明 する こと が で さき, 従来 の 実験 的 デー タ に よく 一 致す る こと が 確 め られ る 。 


G2 鉄 隊 亜 谷 鉄 の 離 次 に よる Cu-Fe-S RRMOAM 


Pyrrhotite FeS rich, 
Fe rrhotite 
S Pyrrhoti + 
A FeS 
> | 
Sphalerite _, Chalcopyrite _,Cubanite 
(Zn, Fe)S 350~400°C CEN \ gsqecy — CuFeaSs 
= 
NChalcopyrite 
Cukes, 
neat 
Ne ve CuF eS, 
N\ 
Bornite Ae Valleriite 
Cu;FeS, \ NE A Cu,Fe,5, 
Bornite 200°C-? 
Cu, FeS, ° 


Cnalcopyrite : 
Cues, 1 


(— BRA, - AA RUZ OAR EAT) 
CuS rich 


1) BABES - ye: 地質 , 58, 247, 1952. 
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REP eE BS eo EKER ke Fe に 富む 方 向 と , EK KOT, VY ー 鉄 の 生成 
に 向う Cu に 富む 方 向 が 存在 し , BOGE TORERACHMBRARLOAUT: | Bee 
RMOB ZED CHILL 7 方向 に 進化 する と 考え られ る 。 LAL 各 鉱 床 中 の 共生 鉄 物 
の 関係 を 総括 すれ ば 次 の 関係 が 成立 する 。 

鉄 物 の 化学 成分 に よ つ て FeS HAMEL, CuS に 富 を 鉄 物 の 順に 配列 する と き 鉱 物 
の 組合 せ は 関 亜 鈴 鍼 の 離 深 構造; BIDE, 形状 , 分 布 状 態 , 量 な ど に 深い 関係 が 認め ら 
れる 。 MRAM GGA, 新城 型 に は 著しい 斑 銅 鉄 の 生成 と キュ ー バ 鉄 の 欠 除 に よ ょ つて 特徴 
付け られ , 第 3 BO Cu に 富む 系 列 の 優位 を 示し ; 粗 粒 質 の 松尾 , 新 木 浦 型 に は 斑 鋼 鉄 

第 7 図 各 型 に お ける Cu-Fe-S ARMOR 


Bornite Chalcopyrite Valleriite Cubanite Pyrrhotite 
Cu,FeS, CuFeS, Cu,Fe,S, CuFe,S3 Bes 


wm i w “= = = 

新 Ube OD ee Sn eS ee, 

私 B 型 posse MAAS Ate Se eee ay 
新 木 浦 型 < 


の 欠 除 と キネ キューバ 鉄 , と き に RETRO BRAC Log Fe Ch EURWOBRSREE 
が 特質 で 離 落 共 生 は 互 に 化学 組成 の 近似 する 特定 の 鉄 物 共生 体 に よ つ て 成立 する 。 

これ ら Cu-Fe-S FRMORARE AS SEO 産出 は すべ て 九州 外 帯 の 尾平 式 
鉄 床 に つい て の み 取 上 げた が , 九州 内 帯 の 亜人 錠 鉄 を 伴う 深 熱 水 鉱 床 に は まだ これ に 対応 す 
Sy PURSE 見 され て お ら ず , この 共生 が 必 平 式 鉄 床 の 特徴 的 組織 で は な いか と 思わ 
れる 。 長崎 県 対馬 の AMAR OBIAMR CHD 対 州 鉄山 は 鉄 床 型 式 と し て は 尾平 式 に 類 
似 し , 黒色 際 亜 谷 鉱 中 に は 同様 な Cu-Fe-S 系 録 物 共 生体 を みとめ る こと が で きる そ 。 寿 平 
TUSK RAS FAO xenothermal 鉱床 と され て いる こと ょ より 離 落 組織 の 生成 条件 を EAT 
る の で は な いか と 思わ れる 。 試み に 研 魔 面 を 検 し た 兵庫 県 中 瀬 鉄山 の 金 ア ンチ モニ ー 鉄 
床 の 高 温 部 を 示す BECP PA EGG PICS 西 鈴 山 型 に 属す る PHI OBA & FE 
Ra 126 


i 論 
際 亜 色 鉄 の 離 深 生成 物 と し て 少く も 一 部 に は 夷 鉛 鉄 の 生成 する こと が 確 め られ , HESSK 
—TAGKO 2 段 離 芝 組 織 と その 分 解 集積 物 と し て 黄 鋼 鉄 一 ツァ ルレ リー 鉄 共生 体 の 生成 過 
程 を 予測 する こと が で き , 双 そ の 他 の 離 深 組織 と 共生 鉱物 より 鉱床 生成 の 化学 的 物理 的 条 
件 と の 関連 性 が ある こと を 推測 する こと が で き た 。 本 研究 は 主 に 反射 頭 微 鏡 的 鶴 究 の 結 
呆 に よる も の で , 今後 この 問題 を 解決 する よう な 実 険 の 行わ れる こと を 望む も の で あり , 
讐 床 学 的 事実 に 基き その 観 察 を より 広く 行い た いと 思う 。 


本 研究 を 行う に 当 つ て 御 指 導 を 頂い た 九州 大 学 工 学部 木下 亀城 教授 に BR CRE EW 
Bo Mi, 研究 に 要 し た 要 用 の 一 部 は 文部 省 科学 研究 費 に よっ つた 事 を 記し , BREST 。 
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BO, SPHPAOLRMBICSI SHEA CAZ’ に つい て _ 
On extinction angles cA Z’ of monoclinic and rhombic 


pyroxenes in random sections 


(ees 3% (Hisasi Takesita) * 


Abstract : In the orthoscopic observation, we usually observe pyroxe- 
nes at random orientation, and therefore, we get extinction angles meas- 
ured on that random section. Calculation of an extinction angle on a 
given section is necessary, if we observe statistically arbitrary extinction 
angles.of numerous pyroxenes, especialy in groundmass of volcanic rocks, 
in which both monoclinic and rhombic pyroxenes are present. General 
formulas for an extinction angle on a given section of pyroxenes are given 
in this paper. Some optical features commonly described in many text- 
books can be explained as special cases of these formulas. Formulas (1), 
(2) and (3) are for monoclinic pyroxenes (b=Y), (1), (5) and (6) 
are for rhombic ones. The symbols used here are as follows : cA Z=6, 
cA\Z'=9, %,, Oy, 9,, are the angles between a normal to a given section 
and X-, Y-, and Z-axes respectively. If the normal to a given section is 
plotted on the axial plane ZX, then the angle between this plotted line 
and the c-axis is p, which corresponds to longitude. Also if we plot two 
angles between c-axis and two optical axes on a given section, then plo- 
tted angles are represented by ¢ and ¢’, respectively. The results of cal- 
culation of 2 by given values of cAZ and 29 in the formulas (2) and (8) 
are shown in Fig. 2 for monoclinic pyroxenes and Fig.3 for rhombic pyro- 
xenes. The figures are indicated by stereographic projections of lines of 
equal extinction angle. 


AMV AA-SPGBCBWT, DNDINNIERO ANC Br AOMEH 6 AZ’ X 
VR CAX を 得る 。 こ の よう な 方 向 に お ける 消 光 角 に つい て の 知識 は , 多数 の 柱状 を 呈す 
る 交 石 を 統計 的 に 観察 し よ ょ うと する 場合 , 特に 石 基 中 に 柱状 の 両 輝 石 が 存在 する 火山 岩 を 
し ら べ る 場合 に 必要 と な る **。 

或 る あたえ られ た 断面 に お ける 消 光 角 を 求め る 図法 に は ステ レオ 投影 法 が ある が , 
こ ご で は 数 学 的 に 消 光 角 CAZ! を 求め る 方 法 を 考察 し た 。 


* 長野 県 長野 西高 等 学校 

** 消 光 角 に よ ょ つて 両 煙 右 を 区 別 し よ ょ うと いう の で は な く , TOtAOREDACRNT 
る の に 必要 な の で ある 。 何故 な らち ば 両 輝 石 の 相対 量 は あぁ きら か に CANZ 頻度 分 布 曲線 の 
上 に あら われ て くる か ら で あ る 。 

1) 都城 秋穂 : BAAS p 92, 1949. 
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SB OMBBE CE O=Y, Z は 還 角 8 の 鈍 角 内 に , 叉 結晶 主軸 < VLTERH LICH So 

HSLALNTe UME OUR OP が , それ ぞ れ X, Y, RU ZBL ATA Px Fy, 
6, と する 。 MZ HHL HHL OMOME 2, cAZ=5, CAZ’=9 と する 。 EKAW YP 
&t CHL ORDTHE Pp と する 。 

これ は 光 軸 面 上 < 軸 ょ り X Bh OFMICWAZOe (+) EFS. Ae som XYZ 
上 に 投影 され て 角 p′ ERY, cotp^=cotp・cos6。 な る 関係 に ある 。 
Z’ お よび X’ の 方 向 は , Biot-Fresnel の 
法則 に より 第 1 図 の よう に 定め られ る 。 

p= (C+) 2 (1) 
な る 関係 が えら れ , さら に 

cot(¢+p’) =cot(d+2+p)-cosé, 

cot(¢’ +p’) =cot(6—Q+p)-cosé, 
Sane iC teeta ee 

cot¢=[{cos?@,-cotp-{cot (5+ 2) -cotp—1} 

+cot(d+ ©) + cotp}/cosé,- (1+ cot?p) 

Np oe Me MER eee cot¢’=[cos*6,-coip-{cot (5—) -cotp—1} 
る 消 光 角 ey OIE + cot(d—2) +cotp}/cosé,- (1+ cot?p) 


第 | 図 


P に つい て は , 8, Oy, 6。 と の 間 に 次 の 関係 が あぁ る 。 

cotp= (cotd -cosé, + cos@y) /(cotd- cosé, --cos0,) Tet A nek eee (3) 

(1), (2) RU (3) Rik, MAHRAORO 断面 に お ける 消 光 角 CAZ’ HDT HBS 
で , これ は , 3, 2 が 定 ま れ ば , ア が Ox, Oy, 0: OHRCHSZ-LERL TSS 

第 2 図 (a)~(g) の 各 図 は 種々 の 5, 20 の 値 に つい て , 数 多く の 点 を 球面 か ら で き る 
だ け 均 一 に と り , BRO. On Oy, 0, を あたえ , 前 述 の 一 般 式 に よ つ て より 多数 の ヵ fh 
を え , これ に よっ つて 等 消 光 角 線 を ひい た も の で ある 。1 Ox, Oy, 0。 を うる に は , ステ レオ 
Me AV, 更に 次 の 式 に よ つ て 正確 を 期す る 。 

cos?@y 1- cos?°0, =sin?0, 
この 式 は , 5 1 MORMAMBIAD bABNSo 消 光 角 c 人 2Z^ の 測定 に は , 一 般 に 形 の 
良好 な 柱状 の 断面 を “任意 に ” えら ぷ の で 消 光 角 CAZ’ と し て ほとん さ ど 測 害し な いよ 
な 範囲 に は , 等 消 光 角 線 を ひい て いな い 。 こ れ ら の 結果 か ら つ ぎの こと が 療 察 され る 。 

(1) 光 軸 面 に 平行 また は それ に 近い 急 断 画 で は , CAZ! は CAZ に 近い 値 と な る 
(8y=0° の と き ?=)。 切 断面 と 光 軸 面 と の 儲 斜 が 20° 以内 で は , c 人 2Z^ 1X cAZ OPE 
PHRMBUAETHSH LER <, Cire 2, 3° MRCHS, 

(il) 消 光 角 の 小 き な 区 域 た と えば CAZ’ B 20° 以下 の 区 域 は , 同じ 8 (=c AZ) 
値 で は , 20 の 小さ いも の ほど 大 きく , また 全般 に 8 値 が 小さ く な る は ほど, LORRI 
閉 に 大 きぐ な る 4。 FECT § BHAWIES, Efe 2Q WNxyrrseY Sites k 
i AO Cok BNEWVEE, 小さ な 消 光 角 を 測定 


* も つと くわ し い 計 算 に よる と , 切断 面 と c Hhe OME 230° 入内 の 梨 画 に うい 
6 人 ハ Z” が 20° 以下 で 測定 する 機会 は , 98 三 45°, 20=60° の ぱあ い 約 > gues 
20=0° の ば あい 約 2596 で ある 。 : 
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(5) 56=50°, 92 =50° 
f) 8=40°, 250° 
g) §=35°, 20=40° 


(iii) 5 の 大 きき い ほ は ど 待 消 光 角 線 の 間隔 が せま い 。 

(iv) 形 の 良好 な 区 域 , すなわち c 軸 に 平行 又は それ に 近い zone に ある 切断 面 に つ 
いて みる と , 複 屈折 度 は (010) に 平行 な 切断 面 に お いて , 7-4 で も つと も 大 きく , こ れ か 
ら 遠 ざか る に つれ て 小さ く な る か ら , 一 般 に 消 光 角 c 人 Z^ OKO OW’ EB TEE 
BOT So し か し 等 消 光 角 線 は , 一 つの 光 還 に 収れん する か ら , 20 の 大 きい も の 
(た えと ば 50°, 609) ほど , 大 き な CAZ’ で る 低い 王 渉 色 を 観察 する 機会 が か 多く, 20D 
小さ いも の ほど, 小さ な 消 光 角 で る も 比較 的 高い 王 渉 色 を 観察 する 機会 が 多い と いう こと が 
予想 され る 。 

BARREL < に 平行 な 場合 に は p=90° と な る か ら (2) か ら 
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tan¢=tan(5+2)-cos@y } 
tan¢/=tan(5—Q) -cosdy } 
(1) RU (4) 式 は 富田 (1924) り に ょ つて 発表 され , ERR? OBE (1939) に も 引 
用 され た 式 で ある 。 
SABES OBES, bD=X で あぁ ある か ら , ざと と を いれ か え , 60? と お いた 場 
合 を 考え れ ば よい 。 (2) お よび (3) は それ ぞ れ 次 の よう に な る 。 
cot¢ ={cos?0,cotp. (cotQ. cotp—1) +cot2+cotp}/cose,- (1+ cot?p) 
cot(’={ —cos20,.cotp. (cotQ. cotp +1) —cot®+ cotp}/cosé,- (1 +cot?p) 


cotp=cosd ,/cosé, Gane Weed ome PE ORES (6) 
(1), (5), (6) RUADHAOLROMEC BY IB CAZ’ を あら わす 一 般 式 で 
ZORIBWT, Ox, Oy, 9, の いずれ か が 90° な ら ば は SHO? EY BSE % 


Ye oe 
SAE A DIED AF V THB 5 (a) 20=70°, (b) 20=90°, 
(c) 2%=120° の ば あい 。 

第 3 図 (a),(b), (c) は それ ぞ れ 22=70°, 90°, 120° の 場合 に つい て 筑 2 図 と 同様 
に し て えら れ な た 等 消 光 角 線 を 表わす よう に し た も の で ある 。 第 3 図 か ら 分 る よう に , 20 
が 70° か ら 120? に いた る まで に , | 消 光 角 の 小さ な 区 域 , と くに 20° 以下 の 区 域 償 だ ん 
だ ん 減少 し て いる 。 全般 的 に な みる と , CAZ’ が 20° 以下 の 区 域 が 大 部 分 を 占め て いる 。 そ 
し て 消 光 角 の 大 き な 区 域 は , 光 軸 及び 主軸 を それ ぞ れ 垂直 に 切る 面 に 近い 区 域 に せ ば め ら 
れ て いる 。 従 つ て 和 倖 方 将 石 の 任意 断面 に お ける 消 光 角 CAZ’ が 大 きい 場合 が , た と え あ つ 
て る も, その 干渉 色 は 極め て 低い か , 形 が わる て く , 実際 に は CAZ’ と し て で て 測 有 な い 。 

終り に 臨み , 原稿 を みて いた だ き , 御 教 示 い た だ いた 東北 大 学 教養 部 八木 健三 数 援 並 び 
に 高橋 理 講 師 お よび 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教 亡 宇 留 野 勝 敏 民 に , また 研究 の 機会 を あたえ られ た 
長野 西高 等 学校 前 校長 竹下 栄 氏 お ょ よび 現 校 長 千 葉 正志 氏 並 びに 同 校 首 信 教育 部 の 職員 各 
位 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 


1) 富田 達 : 地質 , 31, 366, 1924. 
2) 坪井 誠太郎 : 岩石 学 (岩波 全書 ), 1, 224, 1939, 
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RS & O HR I—E iB ah 
The study of pyrite I——The electrolytic etching 


@ AR 光 BB (Teruo Suzuki)** 


Abstract : Pyrite is etched by electrolytic etching method. Such etc- 
hed surface shows generally macro-zonal structures pattern which ‘consists 
of micro-mozaic etching figures. This zonal structure’s pattern concerns 
with the internal-heterogeneity of pyrite, and corresponds with the growth- 
zoning. It is interests for studies of crystal growth and internal-structure 
etc. that growth-zoning is visible in pyrite. 


序 

黄 鉄 然 の 切断 研 魔 片 を 電極 と し て 電解 液 中 で 電解 を 行う と , 研 魔 面 は 電解 座 僕 を うけ , 
RY CRRA MREROSBSREHAL KO その 座 午 槍 様 は 単 結 品 に 対し て Re 
を 示す 事 が 多い , © ORGS ROO ARREST RRTSZYOCHSS 

一 般 に 単 結晶 に 見 られ る 累 帯 構造 は その 録 物 の 主 成分 的 要素 に 差異 の あぁ る 時 に 光学 的 
< こ 認め られ る 。 WATER AM COSA RACCOON SET CH So ABM Cz 
その 例 が 少 い が , WRIZBRAKBER= VY 7VEBHS. OMS SBOMMCILBNT 
腐 触 に より それ の 現 出 する も の が ある 。 し か る に 薇 鉄 鉄 は 反射 頭 微 鏡 下 で の 光学 的 な 性 質 
は 均質 な も の で る , 電解 府 人 触 に よ つ て その 次 在 的 不 均質 性 が 角 呈 され て くる も の で , 化学 
新座 人 触法 で は 現 出 し な い 。 

近年 外観 上 均質 に 見 える 谷 物 で も , そ の 内 部 に 不 均質 性 を 内 在 す る 事 が 知ら れ て 来 て , 
鉄 鉄 に 就 い て る 種々 実験 が な され て 来 た 。 に 報告 する 現象 は , 上 少く と も 黄 鉄 録 に 関し その 
中 に 内 在 す る 不 均質 性 の 一 夷 を 始め て 府 人 触 像 と し て 肉 服 的 に 認め 得 た も の と 考え られ る 。 

実験 義 置 及び 実験 

実験 装置 は 第 1 図 に 見 られ る 如く , 原理 的 に 普通 の 電解 法 と 全く 同一 で あり , 試料 と 
LCDRRRIER EL CHERYL So 現在 まで 用 いて 来 た 装置 は 次 の 如き も の で あ 
Zo 電解 槽 は 直径 9cm, 深き 7.5cm の 円 筒 状 ガラ ス 容 器 で , 電解 液 は 300~850cc 入る 。 
電極 は 陰 板 と し て 黄 鉄鉱 , 陽極 と し て 炭素 板 を 用 いた 。 炭素 板 は 市 50mm, 長 さ 100 
mm, 厚 さ mm の も の で , 電解 液 中 に 片面 で 約 30cm? 位 浸 され る 。 こ の 面積 は 特に 
大 きい 試料 以外 , BK cm? の 試料 陰極 面 に 対し て は 充分 と 考え られ る 。 

電極 面 の 設 宏 方 向 は 電解 現象 に 対し て 影響 の 大 きい 要素 の 一 つ で ある が , ARR Clio 
め は 電 格 面 を 水平 に 互 に 平行 に 設置 し , 後に 垂直 に 平行 に 改め た 。 こ れ は 前 者 の 方 が 操作 
は 容 易 で ある が , 発生 気泡 の 逸脱 が 出来 な い 狗 に 後者 に し た 。 し か し 部 触 像 の みなみ を 求め る 
場合 は 何れ で も よい 。 


* PASIUMEAAS 6 回 総会 に て 講演 (195€ 年 2 月 ) 
** 東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教科 
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試料 電極 は 電極 の 保持 及び 接点 第 1 図 BSHReeee, 電気 回 路 図 
の 良 香 を 考慮 し , ガラ ス 管 の 先端 
に 試料 電極 を 挿入 し , 水銀 に より 
導線 と 接続 し た が , 後に 実験 操作 
の 簡便 化 を は か り , 試料 を 導線 と 
BP Lire 試料 電 極 は 不要 部 分 
は すべ て パラ フィ イン で 絶縁 する 。 

殴 鉄 鉄 の 試験 電極 面 は 研磨 を 行 
つて お く が , BaihOM < HOR 
役 鏡 観察 に 際 し 行う 様 な ラシャ 働 
上 げ 等 は も し 座 触 像 の み を 求め 
る の で あれ ば 全く 不要 で あり , む 
し ろ 有 有害 で ある 。 本 実験 で は 800 
番 カ マー ボラ ンダ ム に よる 研磨 の ま 
> の も の を 水洗 乾燥 し て 用 いた 
が , 炊 人 触 像 に 対し て は 充分 目的 を 
達し 得る 。 

電解 液 は 酸 を 用 いる 。 試 料 面 に - 
作用 する も の は At と 考え られ る か ら , 現在 まで 使用 し た 硫酸 , MR, 塩酸 , RUER 
で は すべ て 同一 結果 を 得る 。 これ 等 以外 の 酸類 も 同じ 座 触 像 を 得る 事 が 出来 よう 。 KER 
で は 塩酸 を 多く 用 いた 。 
電解 に 際 し CILIA ERT ZR, 常に 新しい 電解 液 が 試 片 面 に 供給 され , DIKO 
均質 化 も 行わ れ て 望ま し い が , 装置 の 関係 で 非 提 振 の 状態 で 行 つ た 。 し か し , 電解 に よる 
気泡 の 発生 は , 電極 を 垂直 に 設置 し た 時 に は , その 気泡 の 浮上 の 為 に 試 司 面 附近 で ある 程 
度 液 の 移動 が ある 。 

上 記 の 如き 装置 で 直流 電源 より 試料 電極 は 負 に , RARER ECTS, BMRA 
20~35mm で 多く は 30mm と し た 。 電圧 は 5 分 毎 に 上 昇 も せしめ る 。 BEFLVSZLER 
る 点 ま で 電流 が 増大 する 。 し か し その 電圧 の ま ゝ で 放置 する と 時 間 と 共に 電流 が 減少 し , 
或 る 一 定 値 に な る 。 ある 電圧 まで は この 一 定 値 は 殆ど 0 に 近い 徴 少 電流 , 即 も 残余 電流 
を 示し て , これ は 電圧 上 昇 を 1V 毎 に し た 時 より る 0.1V 毎 に し た 時 の 方 六 少 さか つた 。 
前 者 の 場合 に は 一 定 し た 安定 電流 値 を 示す まで RCRRMEET ZO CE な いか と 思わ 
AG 

電解 時 に 電圧 を 高め て 分 解 が 行わ れ て くる と , BEORVERHORAMBL I 2S 
温度 る 電解 現象 に 大 き な 影 響 を 与え る 要素 で ある が , 実際 に 試料 自体 の 発 圭 は 押え る 事 ボ 
HORS, 実験 と し て は 発熱 の 著しく な ら な い 程 度 の 電圧 で , 液 温 が 密 温 程度 の 所 で 行わ れ 
WS 
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= 験 tt F 
第 2 図 の 電流 密度 対 電 圧 曲 線 に 見 られ る 様 に 印加 電圧 を 始め 0 に し て お く と , 第 1 図 
の 如き 回 路 で は 試料 電極 と 炭 素 電 極 間 に 起 電力 を 生じ , 黄 鉄 鉄 が 正 に , RECReCES 
する 。 一 般 に その 値 は 小さ く , RRA HORRERCORBACBEL, カー ボラ ンダ ム に 
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第 2 図 BORO IC 5 RRO mw 
対す る 電流 密度 対 電 圧 曲 線 


A: 和賀 仙人 鉱山 産 B : 立 中 鉄山 産 黄 鉄 鉱 
in A 
30 30 B 
Iv 
III 
20 . 20 
8 ane 
| = 
10 10 
i I 
(9) (2 a @ 
0.5 1.0 1.5 ae ars 
Vv 
] 1: 200 HCI 深 液 分 解 電 圧 1.4V 1 2: 200 71C) YAW 分解 電 圧 1.2V 
OC uw LAY TEC 2 LEAN 
I ie SP EKO ye a TNs Il 1 SP MSKGN vy, 2 AV 
V 1 a 7, " je Wa ELC er, ” i DANE 


る 研 麻 だけ で は 同一 試料 を 同一 条件 で 実 険 し て も , その 度 に 差 を 生ずる 。 し か し 印加 電 
圧 を 増大 せしめ る と , 電極 間 の 起 電力 が 小さ く な り , 遂に は 電流 が 0 に な る 所 が ある 。 こ 
れ を 超え て 電圧 を 上 昇 せ し め る と , 試料 が 負 に , 炭素 板 が 正 に な る が , 電流 は 殆ど 流れ な 
いか 叉 は 極め て 僅か 流れ る の み で 電圧 だ けが 増大 する 。 既 ち 残余 電流 と し て 示さ れる 部 
分 で ある 。 し か し 或 る 電圧 に 達する と ; 試料 電極 面 よ り 和 気泡 の 発生 が あり , 同時 に 電圧 の 
上 昇 と 共に 電流 は 急激 に 増大 を 始め る 。 概 し て この 電流 一 電圧 曲線 は 普通 の 電解 の 場合 
と 同じ で あり , 気泡 の 発生 は 分 解 電圧 に 達し た 事 を 示し , BORE kB BEC 
行わ れ , BEORMVEHES CH So 

分 解 電圧 は か な りり 分 散 し て 一 致し た 傾向 を 示さ な い が , 実験 の 精度 に 不足 が ある 事 と , 
試 片 表面 の 状態 の 差 に よる も の と 思わ れる 。 し か し 一 般 に 1.2V 附近 に あり , 産地 に よ 
つて 例え ば 尾 去 沢 久 山 産 の も の は これ より や * ゝ 高 か つ た 。 同一 試 刻 面 内 で も 気泡 の 発生 
は 不 均質 で あり , 電極 面 内 の その 場所 に より 異な る が , これ は 試 片 面 の 誰 触 不 均 質 像 と 一 
KL, A-BRAACUPPEELAICTARADSREATS MS oni RAGAN Td 
腐 人 触 が 電流 密度 と る 関係 し て 行わ れる 閣 と 思わ れる 。 

電解 液 の 濃度 と の 関係 で は , 濃度 が 高い 種 一 定 電 圧 に 対し て 電流 は 多く 流れ る 。 双 電極 
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OME LEM BEL, ABMS LACE FRE CREST BE kU BBAAOBS 
に 多く 流れ る 。 — HVC BRE CIS IERBEE DDB E NPBA LY BML MNS, 前 
考 の 方 法 で 電流 値 の 小さ い の は 発生 気泡 の 逸脱 が 行わ れ 難 く , 電解 液 の 失 振 が 殆ど 行わ れ 
な い 狗 と 思わ れる 。 

電解 が 起り 気泡 の 発生 が 盛 に な る と , 顕著 に 硫化 水素 臭 を た ヾ よわ し , BRIS Fe 
に より 次 第 に 昔 色 を 帯び て くる 。 電解 が 急速 に 激しく 行わ れ て くる と , BAHL YD RAD 
末 状 物質 が 沈下 する の が 認め られ る 事 が ある 。 Crises 7s Fe で は な いか と 老 え ら 
れる 。 

以上 の 如き 極め て 単純 な 実験 か ら , 電解 時 の 電極 反応 を 論ずる に は , 試料 の 調整 の 均一 
(CLBEOMELEMERL TAA, 電気 化学 的 現象 に は これ 以上 ふれ な い 。 し か し 試験 片 は 
高度 に その 面 の 滑 面 化 を 要求 し な く と る も , BREE CRRDSRRMELET SO 

試料 面 の 状態 は 頭 微 鏡 観察 の 為 に 普通 に 行わ れる 様 な ラシャ に よる 研磨 まで 行 つ た も 
の に 就 い て 電解 を 行う と, 電解 府 僕 像 の 他 に 多数 の 擦り 傷 の 跡 を 吉 呈 する 。 即ち ラ シ マ 仕 
上 げ し た も の は 一 見 無 優 で ある が , 実際 に は 多数 の 荒い 傷 が 残さ れ , その 間 を 試料 その 他 
の 粉砕 物 で 埋め られ て いる と 考え られ る 。 こ れ 等 は 電解 座 人 触 に より 除 か れ , BCLONE 
し た 傷 に 沿い , 端 効果 等 の 次 腐 人 触 が 進み 跡 を 残す も の と 思わ れる 。 一 方 前 記 の 如く カー ボ 
ラン ダム の み に よ る 研磨 で は , 試験 面 は 多少 灯 で あつ て る 均質 の 方 が 人 導 的 な BEB 
さ ず , 結果 と し て 良好 な 腐 人 触 面 を 与え る 。 

か くし て 得 ら れる 次 人 触 像 は 一 般 に 黒 帯 構造 を な し て いる 。 電 極 の 喘 効 果 は 誰 人 触 の 進行 程 
度 に 差 を 与え る が , FARA LIKE ¢, FEO CRB LRH EO OOF 
無関係 で , その 試料 の 結晶 学 的 形状 に 関係 し , これ は 黄 鉄 銭 の 浴 在 的 性 質 を 反映 し て いる 
事 を 意味 する 。 

FRA KN, 腐 側 像 は 寄木 細工 状 構 造 を な し , 概して その 大 小 に よ つ て 帯状 を 
な す 。 2 結晶 軸 に 平行 な 腐 触 面 内 の 人 錠 像 は , その 面 と 平行 な 結晶 面 に お いて 見 られ る 条 線 
の 方 向 と 同一 方 向 に 伸長 し て いる 。 或 る 種 の 結 品 で は 腐 人 触 を 進行 させ る と , 上記 の 如き 府 
BED AI] LILA T SBMNCOUS pit を 生ずる も る もの が ある 。 

以上 の 如く し て 得 ら れ た 和仁 像 例 に 就 い て 写真 に よ つ て 説明 する 。 

第 3 図 は 水沢 久 山 産 の 六面体 結晶 で , SERIA CHBCREL COA, FE 
Fld a, 軸 に 垂直 の 断面 の 腐 人 触 像 で , 図 の 上 下 に as Bh 左右 に a。 軸 が ぶ が ある 。 こ の 試料 
は 左右 が 18.5mm の 大 き さ の も の で , BRMOMRAUE C3 帯 が 露呈 され る 。 こ れ は 
試 片 面 全体 に 就 い て 1 : 200 HCl 中 で 極 間 隔 20mm, 1.8V, 20mA/cm? CHReG 
つた 。 そ の 結果 a b 及び c の 各 帯 が 現 出 する が , c 帯 の な は 全く 腐 触 され ず , HES 
れ た ます ゝ の 状態 で あり , a 及び b HOAMBL ( BAAN. FOWE RIC c HIER 
て の み 電 解 を 行い , 電圧 2.5V, 47.2mA/cm? まで 電圧 及び 電流 密度 を 増大 させ た 。 F 
RISA EOBMRICLS pattern CHT, c 帯 に も 昧 帯 構造 が 現 は れ て 来 て いる 。 

a ARAL, この 構造 が その ま ・ ゝ 結 唱 外形 に まで 及び , 結 品 面 は 写真 の 左 
端 の 如く 突出 し て , 条 線 方 向 に 起伏 を 示す , O COMA EREOMS ARE 
す も の な ら ば は , 成長 は 結晶 面 上 の 町 凸 に 去 右 され ず ー 様 に その 表 画 に 沿い 構成 分 子 の 沈着 
が 行わ れ た も の と 思わ れる 。 b Ws AH LAMAR THOM, a PRE CV. aH 
と の 境界 は 上 部 及び 右端 の 如く 直線 的 で ある が , 左端 で は 必ず し る そう で は な い 。 こ の 
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Wy Fr (LAR OSD CA ATi reo < HIS a, b UARICIEL ABEL ¢ BARA Hike, UL 
LAREDO MN COMBDOA SI BALL HER, RAEI LO, 割 然 と し た 層状 構造 
を 示し て くる 。b 及び <c 帯 は 極め て 明確 は 直線 的 境界 を 有する 。 


BS 図 水沢 鉄山 産 黄 鉄鉱 の 第 4 図 綱 取 鉄山 産 黄 鉄 鉄 の 


ae A AR 


第 4 SARS PED DO CHAM 2 )mm の 六面体 結 品 で ある 。 電 解 液 は 1:19HC1 
電極 間隔 20mm, 電圧 6.0V, 電流 密度 20. 3mA/cm? に まで 実験 を 続行 し た 時 の も の 
で ある 。 条 線 は 比較 的 発達 し て お り , 結晶 形 は ぇ 面 の みか ら な り , 他 は 全く 存在 し な い 。 
写真 の 右上 及び 左辺 に 結 品 外形 が 見 られ , 他 は 破 面 で ある 。 こ の 試料 は a, 軸 に 垂直 の 断 
面 で , LE Pic a3 Bh, 左右 に ay 軸 が ある 。 a 及び c 帯 が 座 触 され た 所 で , b 及び d 帯 
は この 実験 の 条件 で は 全く 誰 触 され な いま ゝ で 残存 し た 。 写真 に 明らか な 様 に この 結 品 内 
部 で は e 面 の 発達 し て いる 事 が 判明 し , a HICBW TC © 面 の 発達 が お と ろ え , a 面 に 変 
化し て いる の が 見 られ る 。 左下 の 破 面 は 電子 顕 徴 鏡 写真 の 為 の レプ リカ を と る 時 に 生じ 
た も の で ある 。 

第 5 図 は 山形 県 立 中 鉄山 産 の 緒 品 で , 電解 条件 は 1:1 ACI, 電極 間隔 30mm, 電圧 1.7 
V, 電流 密度 27.6mA/cm2 まで 継続 し た る ので, I は 軸 ay HRICHE, 上 下 に ay ih, 
左右 に a, HASH ABA CHS, COIL a 及び e MORIEGCHSM, その 内 部 に 
Bb { 0 面 が あつ た 事 を 示し て いる 。 I は 1 エ の 断面 の a の 部 分 で , 上 下 に ag 軸 が あ 
る が , 触 像 は 寄木 細工 状 を な し , EKEDAD CH HAKAN So A PICILS O 面 
と 思わ れる 人 和 僕 像 の 配列 する 部 分 が 見 え , 左上 で e 面 に 変 つ て いる 。 左 上 で は 各 帯 の 境界 
は 極め て 明瞭 で , 特に 訂 僕 され た 部 分 は 深い 漠 状 を な し , 或いは 誰 僕 に 耐え , 板 状 に 突出 
する 部 分 も ある 。 III は 上 下 に as 軸 が ある が , その 方 向 と 一 致し て あら われ た 役 細 構 
造 , IV は o 面 の 現れ た 部 分 で ある が , その 右上 は 全く Mahe nF Si CHS LOT 
BY, ERAGE ag 軸 方 向 に 伸長 し た 人 触 像 と な つて いる 。 こ れ は 燃 触 面 と 平行 
する 結 品 面 上 の 条 線 の 方 向 と 一 致す る 。 : 

第 6 図 は 和賀 仙人 鉱山 産 の 結 品 で , 電解 条件 は 1:1 HCl, 電極 間隔 30mm, 電圧 
1.6V, 電流 密度 38.5mA/cm? の 時 の も の で , BRS a, 軸 に 垂直 , 写真 の 上 下 に ag 
i, 左右 に ay 軸 が ある 。 こ の 結 品 は a, 軸 方 向 に 長く 伸長 し た 桂 状 六面体 で , 条 線 の 発 
達 良 好 で ある 。 1 の 准 触 像 で は 品 北 の 変化 は 認め らち られ な い 。 [I! は その a の 部 分 で ay Hh 
方 向 に 腐 触 像 が の びる 。 A EBOMRL PSE (001) と (010) の 接触 部 で その 境界 
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第 5 図 立 中 鉄山 産 黄 鉄 鈴 の 。 第 6 図 和賀 仙 人 鉄山 産 真 鉄 外 
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第 S$ 図 及 び 第 6 図 の 説明 


「 : a, Bc BE O Baek . | : a, Shc eTRI OE BARR, 
上 下方 向 が a。 ih 上 下方 向 が a。 wh 
I : a2 の 部 分 の 昧 帯 構造 I: aospoe nes, 
Bere, VVbux—7, x57 UVR UN—7, X57 
Ti: b ORDO a, 軸 方 向 と 一 致す | - 『:b の 部 分 の Pit,a。 軸 方 向 に 伸 
ZEEE, RH, x 180 UZ,YVbVR—7, x330 
Vi: c の 部 分 の ay 軸 方 向 に 伸び る | WV: c の 部 分 の ay HHA US 
Bie, YY boX—7, x330 Bw Yrrux—7, x330 


は 不 規則 で は ある が 明確 に 認め られ る 。 主 に 左 部 に 見 られ る 畿 曲 構造 は , ASME L 
る も の で は な く , 結晶 内 に その 原因 を 内 在 す る も の で , 電解 を 進行 させ る と pit と な つて 
認め られ る 。 Ul は 電解 の 進行 と 共に 顕 蓋 に 現われ た pit で , ABA EF as BA 
CHE 72— RAR C, 左 部 に 見 られ る 著しい 黒点 妊 は その 人 触 像 の 生じ る ょ より 後に , = 
REBEL CHDNS OO, 深く えぐ られ た 凹 所 と な り , し か も この 断面 上 で a, BA 
方 向 に 伸び , RABE EO Hla] LVLTEBEF So TV ESHA AR ES NEVO BAD OSE 
ECHO, EF a。 軸 方 向 に 伸び て いる 。 REMI RAE LER, 三角 形状 
DBASE < BARS N7-MP CHS. 
結 び 

以上 の 現象 は 次 の 如き 問題 に お いて , 録 物 学 的 に 多大 の 興味 と 意義 を 有する も の と 考え 
られ る 。 

1. 光学 的 に 均質 で ある 黄 鉄 鉄 に 明らか に 不 均質 性 が 内 在 す る 亭 を 赴 量 し た 。 

2. この 不 均 質 性 は 普通 の 化学 的 座 触 波 で は 生じ な い , RA BC Ht の 放電 に よ 
YBBR TI DIN SA, 水素 イオ ン の 放電 は 一 般 に は 著しい 過電圧 を 有 し , COBO 
元 が 行わ れる 。 こ の 実験 に より その 人 選 元 性 に は , 同一 結晶 内 で る 難易 の 差 が ある 事 を 示し 
TS Ht RRR S と 作用 し て HLS を 生ずる が , これ は Fe と S の 結合 の 
難易 の 差 を 示す も の と 思わ れる 。 

3. 累 帯 構造 を 示す 結果 , 結晶 成長 の 過程 が 昭 肛 に 認め らち られ, GROW (LAs B72 RS 
と な り 買 味 深い 。 現在 まで 充分 多数 の 例 を 扱 つ て は いな い が , 結 品 は その 初期 か ら 末 期 ま 
で 結晶 面 の 種類 を 変え な いか , 又は 変化 する 時 に は , 最も る 基本 的 な a, e MUO MICH 
いて みる と , MRO, Kite 面 , RAK a 面 が 支配 的 と な る 。 し か し 生成 の 条件 
と 関連 させ る と , この 事 は 更に 吟味 を 相 す る 。 

この 様 な 不 均質 が 直接 如何 な る 原因 に 基 ず く か は 未知 の 事 に 属す る が , この 現象 に より 
上 記 の 他 に る 種々 の 問題 が 提起 され て 来 よ う 。 今 后 夏 に 実験 の 精度 の 向上 を は か り , BR 
録 に 内 在 す る 不 均質 性 の 原因 を 道 求 し , その 成長 過程 を 追い , 結晶 成長 の 問題 と 共に 生成 
の 場 の 条件 を 求め る べく 研究 を 続行 中 で ある 。 


最後 に この 研究 の 当初 御 指 導 を た まわ つ な た 渡辺 萬 次 郎 教授 ( 現 秋田 大 学長 ) 及び 一 部 装 
Oo RES AIRE S72 DALE BK RAT St 共に 本 研究 は その 多く を 文 
部 省 科 学研 究 費 に よ つ た 事 を 明記 し て 議 意 を 表す る 。 
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$9 Bil 3 RMVB ID T* 
On the chlorite associated with gold ores 


阿 部 “2 (Hirosi Abe)** 


Abstract: Chlorite associated with gold ore from the Oyama, Taka- 
hata, Osarizawa and Ani mines that are so-called epithermal ore deposits 
at Northern Japan, are studied mineralogically. In these ore deposits, 
1) productive stage of gold ore is earlier than chloritic clay mineral 
stage, 2) chlorite associated with gold ore from the Oyama mine will agree 
repidolite, and chlorites from Takahata, Osarizawa, and Ani mine are 
ranged delessite-chloropite series chlorite. 


Ly Som Cea ek 

SKPRVC PED FEESK YD b SKE & OFAERER, FELGKMEO LOOHBS?, HRS 
DEBE & OBO Pic, REY 7 Athd FIRST SRILRROLAMAE CHET S 
ーー つの 手 懸 り と し て 極め て 重要 な 研究 課題 で ある 。 穫 者 は 所 詩 黒 鉱 式 鉄 床 の 例 と し て 福 
ERS AMERY の 粘土 鉄 物 に つい て 研究 を 進め て いる が , 今回 は 東北 日 本 に 於 ける 第 三 
CPU, 一 見 緑 泥 石 質 鉄 石 と 見 られ る 部 分 に 度々 高 品 位 の 金 を 伴う 事実 を 認め , こ 
OA, 山形 県 小山 鉄山 , 福島 県 高 和 貸 鉄 山 , 秋田 県 尾 去 沢 鉱山 , 阿仁 鉱山 産 金鉱 石 に つい て 
その 産 状 , 鉄 物 間 の 共生 関係 , 特に 脈 石 と し て の 緑 泥 石 質 粘 土 鉄 物 に つい て 二 三 の 実験 的 
考察 を 試み た 結果 1) 前 記 各 鉱床 産 金 鉱石 に 伴う 緑 泥 石 質 粘土 鉱物 の 生成 時 期 は 金 の 仮 
化 時 期 よ り も 一 般 に 晩期 の 産物 で , 金品 位 を 直接 的 に 支配 する る も の で は な く , 2) Wes 
賀 粘土 鉱物 の 性 質 に つい て は 特に 鉄 石 探査 の 指針 と な る べき 共通 性 を 認め 難い 事 が 判明 
Lito よ つ て この 概略 を 報告 する 。 

2. MUTMWERRERS ME 


BER ANUSRILP ESS = er REC, EVES AC RIT SAARI, KBR 
SEEN TE ISR IR C, SRA CKMDAPIHEIOGK, TRASK, TEBRGK, HOA, 自然 金 , 脈 石 と し て 石 
KR MIE, DAVY RWRURRMMME ETS. Gk 8~20g/t で ぁ る が 
ECSEASRIR PRO RVERERGENR (HR Som 以下 ) の 部 分 に 於 て 金品 位 が 可 な り 高く 
時 に は 700g/t の 人 金 を 伴う 場合 が あぁ る 。 この 緑 泥 石 質 粘 士 は 緑色 を 量 し , 肉眼 的 共生 鉄 
物 と し て は 石英 , HGR, BRAK UPUHLIASK E PES 一 般 に 土 状 , 塊状 を 呈し , 水中 に 
BL COE, 崩壊 する 事 は な く benzidine 反応 は 無色 で ある 。 


* CREO Oe 1. 

** ALA ES ES Ok Rs 

1) BARE, BU: 鉄山 地質 , 6, 42, 1956 ee). 
2) HARE, 保科 恒 二 : we, 62, 1956 (Be). 
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TARR SPI C MAMEAEO BROOM. CHS. 即 も これ ら 緑 泥 石 質 
GRA PO EFA ae 0.3~0.0lmm A-CHAR, 樹 枝 状 , 角 板 状 を な し て 存する 
Sh, ASG PE 5 (ECR ERSOSK, BRIG O REG, 鱗 裂 に 沿っ つた 石英 細 脈 中 に 自然 人 金 と し 
て 存在 し , BH, これ ら 金 を 伴う 石英 , PIHGASKIS, 鱗片 状 , 繊維 状 緑 泥 石 質 細 脈 に より 切 
られ て いる 。 徒 つて 前 述 の 如く 緑 泥 石 質 脈 の 部 分 に 於 て 人 金 が 高 品 位 を 示す と 肢 う 事 も , む 
LATMECOMCEEN CW SARA, BORO PITH GRC AA CO ZYO EHR 
され る 。 なお, AK SEO Sey RES 1,609, 多 色 性 や や 著しく Z=RH, X= 
福 公 で ある 。 

ia Bais 第 1 図 

shear 2 LAS PC 8 aes a 
a J ~ANVATKSPEE IC TC 
分 離し た 試料 に つい て 化学 分 析 を 
行い 次 の 如き 結果 を 得 た 。 (第 1 

) 分 析 値 より Al,O,/R,O2, 
FeO/RO OLbE RD CARRIER 
REE OMAR EHEZET S 
en Vee 7 4 b 2) Maine 


記入 出来 る が , FeO が Ako CS 


Ro 
く , SiO。, Al,O; が 共に 多く , 恐 
NR , ; wa a 
AV YBMAIELEL TWHSODE Alyy (i 9K U P2  POHESO OK (REPKE) PES 
思わ れる 。 因 に その 主 成 分 に よる i WR (4%), (x3880), 

; 3: fen BE GK I PE BRK (1) CPE S ASRS 
構造 は Mg EC i oe 7 \ Seat IAS 
MET TL ( ee TE (Bf), (*150), 

6 Aly.az) (Siz.¢9410.40) Og.ag C : BERGAUI RE 赤 鉄 鉄 ( 灰 色 ) に 伴う 百 然 金 
(08), 51 と 算定 され る が , 前 述 (It), (x380), 
Ban < MPR RIE EL TOE D : Br {2 RL PE ARR GK IRI) VES FY 
(Ft), («586 
- fe (EVE), ( ) 
MEMaH 化学 分 折 に 供し た と 同 -- の 試料 に つい て 示 差 勢 分 析 を 行 つ た 結果 (第 2 


EO OLE FE ccs “Mite, AAVVYEMOBBE —7 
tBxzBN, 950°C HATHA RHA -THMDNSZ. これ ら か ら 推 定 し て 恐らく 緑 
泥 石 と 一 部 カオ リン 鉄 物 , 右 英 と の 混合 物 と 思わ れる 。 

XM ME 前 記 緑 泥 石 質 粘 土 の X 線 粉末 写真 か ら 求 め た 廻 折 値 は 第 2 #1. の 如く 
で 既出 試料 や の に 基 い CHIR LTH 果 , (リピ ドラ イト ー ダ イヤ バン ダイ 「 ト 系 ) RICA 
合致 する も の の よう で , この 他 , カオ リナ イト と 思わ れる 線 が 現われ る が , MVEHBRILA 


1) ARES, pai Bah: 329k, 35, 122, 1951. 

2) ARES: 粘土 鉱物 , 107, 1952. 

2) Brindley, G.W., K. Robinson: X-ray Identification and Crystal Structure 
of Clay Minerals, 1952. 

4) BRR : 前 出 , 1953. 
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第 1 表 英 と 重複 する 場合 も あり , Bic 
; 5 i 1 詳細 な 吟味 を 要する 。 
—— as — 3. Be MuERE 
SiO, 38.0496) 38.2206] 29.3306} 29.1096 
TiO, tr tr tr none BREE 
Al,Og 25.75 | 14.47 | 19.64 | 19.01 © BR BRMRUOMRIIA=e 
FeO. 5.19 SOs 12.37 ORS . Pen te eee 
re? | 4.73 | 16.96 | 17.50 | 1712 ‘PANOZ GIL, FOURIR 
MnO 0.29 0.32 1.32 0.75 を 母 岩 と する 脈 状 乃至 網状 の 金 
CaO 1.34 | 0.59 0.69 0.46 ; 
MgO 7.65 | 10.30 | 6.60 6.41  SRIBADE C, PEM SAMA A SABK, PS 
Na,O 0.61 0.22 1.24 0.79 an at, 5X0 Sk, BRO, ERS, 
K,O Cin 0.98 || 01 s06l0 
1EOY(-=))p i417) 10.77 8.83 10.68 銀 , 赤 鉄鉱 , 石英 及び 緑 泥 石 で あ 
FL, Of =) 欠 選 1.25 2.30 1250 2 fp pspyak eine 10~ 
total 99.30 | 99.46 | 99.98 99.60 20g/t で ある が , こ の 内 , 新 中 央 
鉱床 下部 (3 号 ,4 号 ,5 号 脈 ) の 
小山 鉄山 産 緑 泥 石 質 粘 圭 : 


1 
2. TRUS PERE BEE 
3. 尾 去 沢 鉱山 産 緑 泥 石 

4. 阿仁 鉱山 産 緑 泥 石 


第 2 図 RVR REED REA HR 
oo 300 ho Too abo oboe 


1. 小山 鉄山 産 , 2. 
3. 尾 去 沢 鉄山 産 , 


Tea EE ||P, 
4. 阿仁 鉄山 産 


BA PASK - BGK AEE PEO ok 
泥 石 の 強い 部 分 に 於 て 金品 位 が 
高く , 稀 に は 10008/t DEO 
品位 を 示す 場合 が ある 。 こ の 
RUE A AEE LAR Ee BL i 
VER, AACBET Sd A 
する 事 な く , 懸 濁 状 を 時 する 事 
も な い 。 
色 反 応 は 認め ちら れ な い 。 
SAE SS 肉眼 的 に 緑 泥 石 
REE ESRC RAO 
の 存在 状態 を 鏡 下 に 検 す れ ば , 
1) 黄銅 鉱 の 内 部 , 黄 鋼 鉱 の 結 品 
ILI O CHEAEF SH, 2) HAHA 
SK, BGK O Hine, BRIO 
て 存在 する 石英 中 に も 認め られ 
SB, 平均 2~3u で , BR, 粒 


Benzidine に よる 時 


TR, 板 状 を 呈し て 不 規 則 に 存在 する 。 BCLS HSK, 石英 は , 前 記 緑 泥 石 質 細 脈 に よ 
つて 切ら れ て いる 。 本 緑 泥 石 は 鱗片 状 , 繊維 状 を 時 し , 平均 屈折 率 1,612, 多 色 性 装 し く 


と 三 緑 色 X 三 淡 福 色 で ある 。 
緑 泥 石 質 粘 土 の 化学 組成 


前 記 緑 泥 右 質 粘 土 を 既 述 の 如く 精選 し 化学 分 析 を 行 つ た 結 


FR (第 1 表 2.) か ら ALO。/R2O。, FeO/RO OEE RBA, 78.8%, 47.796 (mol) 
と な り 少 く と る も 此 の 値 か ら は デレ サイ トー クロ ロ パ イト の 箇 囲 に 記入 され 得る が , BSL 


1) 向山 広 : 地質 雑 , 56, 1950 (ges). 


2) 本 鉱石 の 内 , 金品 位 の 極め て 高い も の で も 鏡 下 で 自然 金 を 認 も 押 い も の も あり , 金 


粒 の 大 さ は 概して 不 均 一 な る も の と 思わ れる 。 
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第 2 R 
eg 2x 3% 4** 
I |a(A) I |a(A) I | aA) | I | a(A) 
10 | 7.88 
10 | 7.74 
6 | 7.53 
EONET 521 | ch. k. 
10 |. 6.63] ch. 8 | 6.61-| ch; 
tet SAG 
2 | 4.73 ch. 0.5 | 4.84 
3 | 4.64] ch. 4 \4 .61]| ch. 
5 | 4.41 
0.5 | 4.28 
5 | 4.18 | 
OS SREh. OS ch. LONE SECO ereia 
| 1 | 3.77 
UPS 72 
10523557 ch. | 10|3.54] ch 10 | 3.56 | ch. 513.56| ch 
| | 0.5 | 3.43 
4/3.35| q 513.38] q 0.5/3.38| q 
718.13} » de 2 | 3.09 Le 3:13 
3 | 2.76 ch 3°) 2.78") “ch 2283) ach 
Sre2eOS NE Chi 12°67) ch 22-64) ch 
6 | 2.53 | ch | 1]2.48] ch 1} 2.49) sch 
4|2.40! ch | 
4 | 2.34 0.5) 2.31 2 | 2.36 
| 0.5 | 2.23 
g | 2:12 | 
3 | 1.19 jch.q.k.) 2 | 1.97 |ch.q.(k)]| 8 | 1.99 |ch.q.k.|} 1 | 1.99 |ch.q. (k) 
Bald Ol ch: k 
| 3 | 1.86 1) 1.84 
| 2) 1.81 
1 | 1.78 2) 1.74 
3 | 1.66 |ch.q.k.|} 2 | 1.67 Ich.q.(k)]| 3 | 1.64 |ch.q.k.|} 1 | 1.64 |ch.q. (k) 
5 | 1.54 ch 7 | 1.54} ch 
1 | 1.49 2) 1.50 
5 | 1.40} ch.q 
2 | 1.38 PN AG3S | CD. 
RIEBD X AAR ME 
1) NISL BERRY 2) ORES PERE Bhi 
3) BARS WBeRIEG 4) 阿仁 鉄山 産 緑 泥 石 
* XX 線 粉末 写真 “let Fe (ch; chlorite, q ; quartz, k; kaolinite) 


** XRG TRE 対 陰極 Co 


石英 な ど が 若 王 混 入 し て いる も る の と 思わ れ , MPRA RYVEA Cid Tro 
READ 本 緑 泥 石 質 粘 士 の 熱 分 析 結 果 は 第 2 図 2 の 如く で , 580°C の 吸熱 ピー ク 
は 緑 泥 石 と , 一 部 石英 の 重複 ピー ク と 考え られ , 800°C 附近 の 吸熱 ピー ク , 850°C 附近 
DAC — 7st, 共に 線 泥 石 の を それ で ある 。 
XG Re 本 試料 の X 線 解析 値 は 第 2 表 2 の 如く で ,4.64, 3-86, 3.54, 1.97, 1.67A 
の 緑 泥 石 の 線 が 認め られ る 。 こ の 他 に 石英 の 混在 が 知ら れる 。 
4. 尾 去 沢 鉱 山 首 金鉱 戸 
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EK 所 調 な る み 鉄 り と 称す る 赤 鉄 鉄 ・ 石 英 ・ 緑 泥 石 質 金 鉄 石 は , 必 去 沢 鉱床 略 中 央 部 
6 月 6 号 鋼 に 一 部 残 鉄 を 残す の み で ある 。 斑 質 泥 岩 を 母 岩 と し , これ を 切る 角 春 帯 (市 
1.5~2m) PICGIORE RL CHL, 構成 鉱物 は 赤 鉄 鉱 , BK MIEAO AMA 黄 
Beer, BIHRAGK, 方 鉛 伏 及び 自然 金 で ある る 。 こ の 内 , HELULCTAR, RICA, MRA, 一 
部 黄 鉄 鍼 が 夫々 交互 に 貫 状 皮 毅 構造 を な し て 径 Sem DLP ORMMBRE SL, これ ら が 集合 
し て 一 つの 人 鉄 脈 を 形成 し て いる も の で ある 。 BRIERE ESLER, KCL 
て る 膨 男 する 事 な く benzidine 反応 は 無色 で ある 。 

顕微 鏡 観 察 自然 金 は 主として 前 記 貫 状 輪 鉄 中 の 赤 鉄 鉄 ・ 石 英 ・ 緑 泥 石 帯 中 , RICE 
状 赤 鉄 鉄 の 網状 集合 部 及び これ に 伴う 石英 粒 の 中 に 存在 する も の で , BERR, EAR, 板 状 
を 呈し 大 さ は 平均 0.05mm KCHS BICMEAL, この 含 金 赤 鉄 鉱 , 石英 を 細 脈 状 に 
綱 い て いる 事 も 稀 で は な い 。 な お , この 緑 泥 石 は 多 色 性 強く Zaha, X 三 淡 緑 礼 色 で 
あぁ る 。 

緑 泥 互 の 化学 組成 MALL COMICAL REL: 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 1 
#3 の 如く で ある 。 Al,O3/R,03;=71.496, FeO/RO=59.596 (mol) と な り , この 比率 か 
ら す れ ぼ 少く と る デレ サイ トー クロ ロペ イト の 領域 に 記入 され る が , SiO。, Al20。 が や や 
多く , MgO, H,O RBFAw. RM, Na,O が 1.249 存在 する 原因 は 現在 の と こ 
FAC HA, LI, 分 析 値 主 成 分 か ら 化 学 構造 式 を 算定 すれ ば (Mey og Fey ggFe’ 01 
Aly.za) (Si a1 Alo ze) Oi.52(OHL) 47 と な り , 純 灯 な 緑 泥 石 の 理論 式 を 期待 する 事 は 出 
RY, むし ろ 鉄 系 緑 泥 石 を 主 成分 と し , 多少 の 粘 圭 鉄 物 が 混入 し て いる も の と 思わ れる 。 

REBOM 本 緑 泥 石 の 示 差 熱 分 析 曲 線 の 結果 は 第 2 図 3 の 如く で , 580°C 附近 の 比 
較 的 幅広 い 吸 熱 ピ ー ク が 特徴 的 で 緑 泥 石 と 一 部 カオ リン 鉄 物 が 重複 し た も の と 推定 され 
120°C 附近 の 吸熱 , 940°C 附近 の 何れ も 小さ な ビー ク は カオ リン 鉱物 の それ と 思わ れる 
DB, BICAREBT Ao 


X 線 解 析 値 本 試料 の X 線 解析 値 は 第 2 ES の 如く で , 6.63, 4.61, 3.56, 2.78, 1.99 
1.54, 1.38A 等 , 緑 泥 石 の それ と 良く 一 致す る が , 石英 ) % み オリ ナイ トト と の 重複 線 る 設 
め ら れ , これ ら が 具体 的 に 何れ に 相当 する か は 今後 詳細 な 吟味 を 要する も の と 思わ れる 。 


5. WAL MUM EERE 

ZR SMAI TOBE MT SiO, PAAR KEBTRB LS Sieh 
3~30cm OFELRIRC, 石英 , RUBE, RRA ELL, この 外 , SE Baa, mR 
BRE PEN, CN SBR, AVE, 赤 鉄 鉱 が 密 に 組合 つて 径 Scm LY FORRR SRST 
呈し て 集合 し , ! つの 粘土 質 脈 を 形成 し て いる 。 肉 眼 的 に は 暗 緑 色 を 量 し , IR, Bee 
は 共に 無く , benzidine に よ ょ つて は 価 ら 旦 色 し な い 。 

DAR NICER EGE PICT SIC 自然 金 は 極め て 微細 の も の で 極 く 稀 に FRB AK 
DEST ARR ABC EAR, 小 夷 点 状 角 板 状 を な し て 観 鶴 され る 外 , 赤 鉄 鉄 と 密接 に 伴う 石 
英 粒 の 中 に 同様 の 形状 を 呈し て 存在 する 場合 が ぷ あ り , その 大 さ は 5~10kg 得度 で ある 。 
な お この 緑 泥 石 は 多 色 性 は 頭 著 で , Z=RE, X= 淡 福 色 を 量 す る 。 鏡 下 に EN SBD 
観察 は 前 述 せ る 如く 極め て 困難 で ある 。 


1) 堀 純 郎 : 地質 , 47, 183~187, 1940. 
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化学 組成 PI CRIIBERIERICOV CSARE Bc kid CAMARO AsHnT 
いる 。 等 者 は 前 記 金 鉄 石 の 脈 石 と し て の 緑 泥 石 , 即ち 二 十 四 孝 需 上 部 第 2 中 段 10 BB 
産 の も の に つい て 化学 分 析 を 試み た 結果 (第 1 表 4), Al,0,/R,0,=68.1%, FeO/RO 
=59'79% (Mol) と な り , デレ サイ トー クロ ロ パ イト 系 緑 泥 石 の 領域 に 記入 され る が , SiO,, 
Al20。 が や や 多く , その 分 析 値 主 成分 か ら 構 造 式 を 導 け ば (Mey og Fe’y 52 Fey ay 
Aly.az) (Siz.1o Alo.90) O10.41 (OH),. 5s と な る が , MRABVEAO MPA t BU BIH 
な いい 6 

MEAD ABE TAIL BRIS 2 図 の 如く で , 580°C 附近 の 幅広 い 吸 熟 ピ 
ー ク が 極め て 特徴 的 で , この 他 に は 850°C に や や 小さ な 発熱 ピー ク を 示す の み で , これ 
以外 は 余り 頭 著 な どー ク を 現 わ さ な い 。 BSS, この 曲線 は 鉄 系 緑 泥 五 を 主 成 分 と する る も 
の の よう で ある 6 

X 線 解 析 値 文 線 解析 結果 は 第 2 表 4 の 如く で , 6.61 3.90 3.56 2.83 2.64A ee 
泥 石 の それ と 合致 する が , この 他 に 石英 と の 重複 テラ イン も 僅か に 認め られ , MEGLER 
分 と し 若 了 千 の 石英 を 伴う 混合 物 と 思わ れる 。 

6. 結 び 

RAL AACR SHBG, 緑 泥 石 質 粘 土 を 伴う 部 分 に 極め て 特徴 的 に 高 品 
位 の 金 を 含む 場合 が あり , NU, BE BER, 阿仁 鉱 呆 等 は その 好例 で ある 。 こ れ と 金 
鉱石 の 産 状 , 共 生 関 係 , 緑 泥 石 質 半 土 鉄 物 の 性 質 に つい て 実験 的 考察 を 試み た 結果 , 1) 小 
山 鉱 山 産 鉱石 中 の 金 は 緑 泥 石 質 粘 士 に 伴う 石英 及び 稀 に 図 亜 鉛 鉱 中 に 観察 され , 2) SRE 
SINR ALAR - RKB: BH MVEGAD LO CRRAN, ARR LONO RS 
鉱 及び これ と 共生 する 石英 中 に 存在 し ,:3) BERAGWEBA CL, MRERU Ok Mie 
伴う 石英 中 に 自然 人 金 と し て 観察 され , 4) 阿仁 鉱山 産 鉱石 で は 赤 鉄 鉱 及び 之 に 伴う 微粒 石 
英 中 に 自然 金 が 含ま れる 。 叉 , これ と 金鉱 石 に 密接 に 伴う 緑 泥 石 は 概して 金 の 品 出 時 期 よ 
DIARIO MC, 金品 位 を 直接 支配 する も の で は な い 。 理 に 前 記 各 鉱床 産 金鉱 石 に 伴う 
緑 泥 石 は その 性 質 に 於 て 必 し も 一 定 せ ず , 化学 組成 に つい て は 例え ば Al,0O3/R,0;0 He 
検 詩 する に , NERVES REL Ci, 88.798(mol) を 示す の に 対し 高 筑 78.8 BER 
71.4 阿仁 68.196 と 可 な り の 差異 が 認め られ , FeO/RO を 比較 すれ ば 小山 25.6 BR 
47.7 BER 59.5 阿仁 59.79%6 (mol) と な り 総 じ て 尾 去 沢 , 阿仁 産 の それ は や や 類似 し 
た 値 を 示す が 他 は 一 定 せ ず , その 他 の 成分 , 例え ば SiO。, H,O に つい て る 同様 の こと 
が 有 芸 い 得る 。 前 記 Al,O,/R,0, FeO/RO の 比 の な か ら こ れ ら RIRAO 化学 組成 を 推定 
すれ ば 小山 産 の も の は リ ビ ド ラ イィ イト, 高 穫 , 尾 去 沢 , 阿仁 産 の ひん の は デレ サイ トー クロ ロ パ 
イト の 領域 に 入る 。 示 差 熱 分 析 曲 線 で は 各 録 物 共 570~800°C 附近 に 吸熱 ピー ク を 示す 
が , その 曲線 は 夫々 異 つ た 形 を 呈 し , BER. 阿仁 の それ は 比較 的 幅広 く 減 い 吸 和 熱 セ ピー ク 
を 現 わ し , 鉄 系 緑 泥 石 の 特徴 を 見 せ て いる 。 小山 , 尾 去 沢 産 緑 泥 石 で は 930~950°C ft 
近 に 小さ な 発熱 ピー ク を 示し て いる 。 要する に , ON bBSAIC ES RE AIL B— 0 
な 緑 泥 石 で は な く 前 記 の 如き 性 質 の 緑 泥 石 を 主 成分 と する 混合 物 で あり , この 事 は ぶ 線 
解析 か ら 判 断 し て も 明か で ある 。 即ち これ ら の 緑 泥 石 は , 鉱床 母 岩 に 広範 囲 な 変質 を 及ば 
す 如 き 緑 泥 石 化 作 用 に ょ つて 生成 し た る の で は な く , 鉱 化 後 の 飛 アル カリ 性 残 液 が 母 岩 の 


I)eSudo, De: Sci. Kep. Tokyo Univ. Educ. Sec. C,, 23, 1954. 
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化学 性 に 影 絡 され つつ , し か る も 残 液 その も の の 性 質 も , か な り の 成分 変化 を 示し つつ , BK 
化 脈 に 沿 つ て 上 昇 , 生成 し た も の と 思わ れ , か か る 脈 石 鉄 物 と 共に , 母 岩 の 変質 現象 を 追 
求 す る 事 に より 久 床 の 生成 環境 を 推定 する 事 が 可能 で ある 。 

AT Zi API ORM ABER BARRE WEG ARB 
PURE FTA RAEI LR LEW る 。 KM, 現地 調査 に 際 し 種々 御 配 慮 
頂い た 阿仁 鉱業 所 前 所 長 神山 貞二 氏 , . 必 去 沢 鉱業 所 前 所 民 八 木原 正三 , 部 圭一 , 渡辺 操 氏 
高 符 鉱業 所 前 所 長 磯村 勇 , 平 株 武雄 氏 , NUSRAT LRM OR ERT So 

な お , 本 研究 に 要 し た 電 用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ た 明記 し て 詩 意 を 表す る 。 


愛媛 県 周 篤 郡中 川村 保井 野 産 及 高 知 県 土佐 郡 
Bmmues b- BDV T 


On datolites from Hoino, Nakagawa village, Shuso 
district, Ehime Prefecture and Shirataki Mine, Tosa 
district, K6chi Prefecture 


加 RE ag (Akira Kato)* 
3¢ 32 [8—Be (Keiichiro Kanehira)* 
堀 越 aq (Akira Horikoshi)* 


Abstract : Two datolites from the titled localities are found. They 
occur in small veinlets cutting green schist (Hoino) or quartz schist (Shira- 
taki Mine) both belonging to Sanbagawa zone. They are identified by 
comparing their X-ray powder data with that of the analyzed specimen 
from Hol Kol mine, Korea. Such occurrences are known for the first 
time in Japan. 


1. ine setae Ss 
Me 1956 年 8 月 , 筆者 の 一 人 (KK.KK.) は , BERT RAUODNOREBAP, 鉄山 
の 南東 約 6km の 中 川村 保井 野 附 近 に お いて , 緑色 片岩 中 に 白色 の 吊 ユ ~2mm の 細 脈 を 
発見 し , 之 を 検 鏡 し た 所 , その 大 半 が 無色 屈折 率 の や ゝ 高い 鉱物 で 占め られ て お り , BKO 
性 加 か ら で は これ を 確定 し 得 な か つた の で , BHeoOto—A[A (A.K.) は フレ ルコ を 用 い 
て この 鉱物 の X 線 粉末 廻 折 図 を と り , ZEB AMGRBEY BIC OW TER BOLE 
表し て 完 合致 な の で れる 2 大 e 同 窒 8 き れる ペド い x 信者 の 語 和 0 
A.) は 高知 県 白滝 鉄山 の 鉱床 母 岩 の 石英 片岩 中 に , SEP CA ROMY % cekMmE 
みとめ , これ も ぶ 線 粉末 廻 折 図 に より ダ ト 一 石 と 決定 され た 。 以 上 に つい て 報告 する 。 
2. 産 状 
RABE, 三波 川 帯 に 属す る 緑色 片岩 地帯 で , ダ ト 一 石 は 緑 泥 石 一 陽 起 石 一 緑 焦 太 
一 石英 片岩 中 に , 片 理 を 切る 巾 1 へ ~2mm の 細 脈 と し て 産 し , 外見 は 白色 , © RBA 
So 白滝 鉄山 附近 一 帯 も る ひろく 三波 川 帯 に 属す る 片岩 類 が 分 布 し , ダ ト 一 石 は 鉄 床 の す ぐ 
LOMA BRE BHI Imm 以下 の 細 脈 と し て 発見 され た 。 


* 東京 大 学 理 学部 地質 学 教 密 
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3. 0 tt 
保井 野 の も の に つい て 既知 の 三 , 三 の 値 と 比較 し , よい 一 致 を 見 た 。 (第 1 表 )。 
4. X ROM H 第 1 表 ダ ト ー 石 の 光学 的 性 質 
ノレ ルコ を 用 い , RHEE ARE ーー ーー 
RAISON, SHENK e b 人 
折 図 を 得 て 比 較 し た 。 結果 は よく 一 到 el et ee ge 
し た が , BORD Z8=90°00! (実際 B 1.654 1.6535 = 
1tZ0=90°09) 2 L THEBES ET Y 1.668 | 1.670 1.6673 
みた (2 #), (—)2V a3 74° 23 
ノレ ルコ の 使用 条件 は 次 の 通り で あ & 無色 | 無色 | 無色 


SS 
る 。 対 陰 極 : Cu, フィ ルター:Ni @ (1): 保井 野 産 , (2 Winchell, ALN. : Ele- 
ee eS ments of optical mineralogy (II), p. 355, 
BRIBE“ 30kv, 74 ラメ ント 電流 :15 — 1951, (8) Hwa, (木下 亀城 , PERIL 音 


mA, scale factor: 4, multiplier : $k, 12, 275, 1934) 
第 2 & 
Hoino Shirataki | Hol Kol 
hkl 
d I d gt aes I 
| 
6.02 5 6.02 5 | 110 
4.84 10 4,84 10 4,84 10 001 
ST 40 3.75 50 8.,77 30 111 
3.41 30 3.40 30 3.41 10 201 
3.12 100 S312 100 eg |e 60 211 
3.00 50 2.99 30 3.00 100 220 
021 
2.86 50 2.86 60 2.86 20 121 
2.52 30 2.53 30 2 08 20 311 
2.41 5 | 400 
002 
2.29 10 2.30 10 410 
2.24 50 2.24 40 2225 20 230 
2619 60 2.19 20 2,19 20 321 
131 
216 10 2.16 10 ZING 30 401 
202 
2.08 10 2.08 5 aed Be 
| 411 
2.04 5 | 420 
| 022 
231 
2.00 20 2.00 10 2.00 10 330 
122 
1.875 20 1.875 10 1.875 10 140 
Siz 


bt 


1.748 5 1.748 5 .748 5 141 


1.749: 5 1.723 | 10 133 
322 

1.663 5 1.663 5 241 

42 

1.646 | 10 1.646 | 10 232 

431 


1) Winchell, A. N. : Elements of Optical Mineralogy Part II, 355, 1951. 
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1, time constant :4, divergent slit: 1°, receiving slit:0.006 inch, scattering 
slit 19,7 幸 査 速度 : 2°,1°/1min., #8¥lX ao=9.67, b)=7.64, co=4.83, ZB2=90°00" 
と し て 計算 し た 。 
第 3 OR 5. “ene ae 
PRET AOI REO OK WERE MA THL, 188 MEOT 


HO 5.75 FNTWA—-VEMATLAEDL, SIMUCRKL Gk 
CaO 34.89 色 の 火 を みとめ , BROFECIH: LAD 
B,O, 22.32 RBBB AMEY t—ODMEY を 引用 し て お さく 
SiO, 36.95 (第 3 B)o 

| 63 2d ey obs we 
POE | aera タダ ト 一 石 の 本 邦 に お ける 産出 は わり に 少な く , 40H 
G. 2.972 IRA EPS SVGBEKIUAORMA LE 


に の み 知 られ て いた 。 し た が つて 本 邦 で は , この 種 の 産 
RAR CHV, MSO MECH ELBRR 4 OWBHSO 
の 報 文 を 記す に 当り , 種々 御 指導 を 給 わ り , POMWEY \-AOBALCEs Snr 
YEWR BAGS, ダ ト 一 石 の 産 状 に つい て 御 教 示 下 さ つ た 横井 欲 一 声 士 に 厚く 御礼 四 し 上 げ 
る 


岩石 の 吸水 量 比 と 耐圧 強度 と の 関係 に つい て 


On the reference of the absorption ratio of water and 
the bearing-power of the rocks 


倉 持 文雄 (Fumio Kuramochi)* 


Abstract: The writer measured the modulus of elasticity, the absor- 
ption ratio of water, and the bearing-power on dry and wet conditions 
from 5cm. cube testpieces of the Tertiary quartz-diorite which occurs at 
the Mito-yama, Okutama town, Tokyo. Before the measurements, he also 
measured the apparent specific gravity, the absorption of water and the 
porosity. These experimental results are shown in Tables 1~18. Conseq- 
uently, he found closely connected with the absorption ratio of water to 
the bearing-power of the test-pieces. As the increase of the absorption 
ratio of water, it decreases the bearing-power of test-pieces. 


1. 要 iE 
建 澤 状 態 に お ける 岩石 供 試体 の 耐圧 強度 は それ が 整 燥 状態 に お ける 耐圧 強度 より る , 
般 に 小さ い 数 値 を 示し て いる 。 こ の 比較 試験 に お ける 湿 獣 状態 と いう の は 水中 状 生 を 18 


1) APM, 西原 礼 歳 : 前 出 , 1934. 
* 東京 都 水道 局 
2) 倉持 文雄 : 地学 , 64, 1955. 
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日間 行 つ た も の で ある 。 

本 報 文 に お いて は , この 湿 汐 状態 と し て の 水中 養生 期間 を 変化 させ た 場合 , その 水中 状 
生 期間 が 岩石 供 試 体 の 耐圧 強度 に , いか な る 影響 を あたえ る か を 4 回 に わた つて 順次 試 
験 し た 。 試 料 と し て 用 いた 岩石 は 東京 都 西多摩 郡山 多摩 町 と ARAMA LO 
境界 を な す , 三 頭山 に 苔 出す る 第 三 紀 の 石 英 隊 緑 岩 り で ある 。 そ の 結果 , 湿 光 状 態 に お け 
る 岩石 の 耐圧 強度 は 吸水 量 比 と 密接 な 関係 に あり , 吸水 量 比 の 増加 は 耐圧 強度 の 低下 を 意 
味 す る こと が 認め られ た 。 

吸水 量 比 と は ある 期間 水中 養生 し た 後 の 供 試 体 の 重量 と , BAROBEBOX (LOR 
中 に 吸水 し た 量 ) を 加 燥 時 の 重量 に て 除 し た も の ・ ゝ 百分率 で ある 。 従 つて その 岩石 の 吸水 
量 ** と は 異 る る も る の で ある 。 


2. 測 定 

試料 と し て 径 三 紀 の 石英 阿 緑 岩 を 用 いた の で ある が , この 石英 関 緑 岩 は 一 般 に 灰 百 色 中 
Aide AC, 肉眼 的 に 有色 久 物 特に 角 際 石 お よび 黒雲 母 等 が 認め られ る 。 

第 1 回 試験 本 測定 試験 に は 径 約 40cm の 2 BH (No.1 お よび No.2) を 使用 し 
た の で ある が , 組成 仮 物 の 容積 比 等 は 前 掲 の も の と ほ ゞ 同一 で ある 。 この 2 BMS 
それ ぞ れ 5x5x5cm 立方 状 供 試 体 を 36 個 ず つ 作 成 し た 。 

上 記 36 個 の 供 試体 を 3 個 ず つの 12 組 に 分 け , それ ら を 次 の よう な 区 分 , DHS 
BAe 0, 5, 10, 15, 25, 35, 45, 60, 75, 95, 115$ よび 1350 有 と し た 。 WH 
Fl 0 日 と は 自然 乾燥 状態 の も の で あぁ あり, SOHMIAKAKBLELOG, SOMERS 
は 水中 開 生 期間 を 示し て いる 。 従 つて 供 試 体 は 上 記 の 期間 に 達し た 際 に , 順次 清水 中 か ら 
RL, サム スラ 一 型 試験 機 で 徐々 に 荷重 を 加え て 破壊 し た 。 こ の 場合 , 破壊 する 寸前 に 
急激 な 変形 が 確認 され た 場合 に は その 降伏 荷 和 硬 を , また それ が 確認 し えな い 場 合 に は 破壊 
荷重 を 用 いて , それ ぞ れ の 耐圧 強度 を 求め た 。 そ の 試験 結果 は 第 LR, 第 2 表 お よび 第 
1 図 に 示す 通り で ある 。 

本 測定 試験 は 主 に 冬季 に 行 つ た も の で ある 。 し か し 水中 養生 の 全 期 間 を 通じ て, その 水 
温 は 10°C 前 後 を 保つ て お り , KR sl & 

体 に お よ ぽ す 水 結 等 の 影響 は 考え られ 
な い 。 

その 結果 を みる と , 耐圧 強度 に お い 
て や * ゝ 不 均整 の も の も ある が No.1 お 
kU No.2 石英 際 緑 岩 と も 自然 の 齋 燥 


状態 に お いて 最大 の 耐圧 強度 を 示し て 0 0 D0 © 0 & RW H w 1 0 0 130 moe 
いる 。 そ し て その 耐圧 強度 は 両者 と も : Seen, 
宮澤 期間 一 平均 耐圧 強度 図表 
水中 義生 期間 を 長期 化す る に 従 つて 減 O.…No.1 石英 関 緑 岩 
上 少し, ある 期間 (208) 以降 は あま り x…No.2 BRN ie 


1) 藤本 治 義 : 関東 地方 , 日 本 地方 地質 誌 , 49~50, 1953. 

2) 小山 一 郎 : 日 本 産 石材 精 義 , 32, 1931. (吸水 量 試験 : 試験 方 法 は 適宜 の 小 破片 を 
ORAM PICERE LORAB, HRI 度 の 清水 中 に 24 A Lh, 基 の 
増量 を 衝 定 し て 吸水 量 と し , 之 を 百分率 を も つて 表示 する ) 

3) 倉持 文雄 : BGK 40, 231~232, 1956. 


202 岩 右 鉱物 鉄 床 学会 誌 
第 1 表 BRA R A 影 絡 を うけ な いこ と が 認 
an 8 | ame PROS S| cae ema つっ れる 。 
供 試 休 aa | 102 area oii 第 2 回 試験 前 回 の 測 
ee es cm? | 重 ton kg/cm? | _kg/cm? ; 7 
25.05 | 58.9 | 2,351.3 定 試験 に お いて , BRA 
FRU le getonh - る 53280200 の 立方 
3 25.10 59.3 de SRBLELER OD ARLFE BREE 12 
25.10 52.8 2,103.6 oe 
5 5 25.10 39.3 1,565.7| 1,694.9 る 水中 義生 期間 以降 は 大 
6 25.15 35.6 1,415.5 % 7p BBS AW wor 
7 25.00 42.2 1,688.0 : Oly vee 
8 | 10 | 25.10 | 36.8 | 1,466.1) 1,543.1 が 知れ た 。 そこ で 本 試験 
9 25.15 37.1 1,475.1 に お いて は , 耐圧 強度 に 
10 25.10 34.7 1,382.5 | eon ROKE AWB DTZ 
tis 15 25.15 41.2 1,638.2 1438. Z : 
12 25.00 | 32.4 | 1,296.0 る 湿 澤 期間 中 で , その 水 
13 25.15 40.0 1,590.5 Riv 中 状 生 に 伴う 吸水 量 比 の 
14 | 25 25.05 26.9 1,075.8 ;262. Mb & FESR EE b OBER 
15 25.15 | 28.2 1,121.3 Suhene chips 
16 25.10 28.9 1,156.4 By 1 
17 | 35 25.05 29.1 1,161.7 | 1,146.3 atKoORMERREC RIE 
ep AA pelt eae 
20 | 45 25.05 | 33.4 1,333.3 | 1,309.9 AWS ERICIZEM30 
21 25.20 33.1 1,313.5 cm 2:58 (No. 3) を 使用 
22 25.10 34.4 1,370.5 4 ie 
23 | 60.) 25.10 | 34.3 || 1,908.5}: 1)350.9 Le COMM OE 
24 25.10 33.7 1,342.6 積 比 お & UME 3 
25 25.10 34.4 1,370.5 表 , 第 2 図 及 び 第 3 図 に 
26 | 75 25.05 33.2 EE a5 
27 25.10 30.8 1.20724 示す 通り で ある 。 前 記 の 
28 25.10 32.8 1,306.8 岩 塊 か ら Sx5x5cm iF 
29 | 95 25.10 33.6 1,338.6 | 1,394,4 iste 9 
30 25 .10 38.6 1,537.8 nt 2 fee, 
31 25.10 | 36.2 1,442.2 5x 5x0.5em ah wae 
32 115 24.95 Slt 1,246.5 1,313.2 個 作 成 し た 。 前 者 の 供 試 
33 25.10 1.4 1,251, .. 
34 25.00 ‘ 6 1, 264 ; CRI SE 
35 | 135 | 25.05 | 319 | 1273.5 | 1,250.4 と の 関係 , 後者 の 岩 片 で 
36 25.15 31.2 1,240.6 
ee 


AW OTES 


見 掛け 比重 , Rk, 
孔 率 等 の 測定 を それ ぞ れ 


(1) ah: 3 個 の 岩 片 を まず 110°C 以下 の 齋 燥 器 中 に 放置 し , 容 気 浴 に て 断続 加熱 
し て 齋 燥 させ る 。 そ し て 試料 が 恒 量 と な る まで 放置 し て 後 , BAP CRETS> ONE 
し た 時 間 は 31 時 間 で ある 。 次 に 大 気圧 の も と で 蒸溜 水 (13~14°C) BIBL, 水分 が 
完全 に 飽和 する まで , 即 も 恒 量 と な る まで 浪 し て 後 , ZAP CHET So ONKELTR 
間 は 97 RET CH So X HUCSEAICARAP ABET L He BUCH K (14°C) ch CREEL, Ae 
EGE, 吸水 率 , 有 孔 率 等 を 既報 告 り と 同じ 方 法 で 求め た 。 その 結果 は 第 4 表 に 示す 通 


り で ある 。 


1) 倉持 文 雄 : Gk, 40, 235, 1956; 41, 76~77, 1957. 


(2) 供 試体 : 25 個 の 
供 試 体 を 110°C 以下 の 
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浴 に て 断続 加熱 し , それ 
Osteiat & 7 DE CHR S 
せる 。 そ れ に 概 し た 時 間 
は 243 時 間 で ある 。 
BOR IRAEIL HSIN 
25 [HORE RE 3 個 ず 
っ つっ の 8 組 に 分 け , BY 
1 個 を 弾性 係数 測定 用 と 
し , この 8 Kee at L lat 
湿潤 期間 を それ ぞ れ 0, 
Gy Ws, Woy, Sei, AS 
PO OOM Gils eo) UE 
JEM O 日 と は 東 燥 状態 
の も の で あり , その 他 は 
清水 中 に 浸し た も の で , 
湿潤 期間 は 水中 養生 期間 
を 氷 し て いる 。 供 試体 を 
kia Le 4a, そ 
の 表面 に 細 気 泡 が 付着 す 
る の で 所 等 を も つて た 
え ず 表面 を 拭い 気泡 の 付 
落し な いよ うに 努め た 。 
水中 養生 期間 か が 終了 し 
た な ら ば , 直ちに 清水 中 
か ら 供 試体 を 取出 し , そ 
の 表面 に 付着 し て いる 水 
を 拭い と り , BRP CR 
量 し て その 時 の 重量 を 求 
め 吸 水量 比 を 算出 する 。 


て 破壊 し , その 時 の 耐圧 強度 を 求め た 。 
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GB2H# AKA R A 
供 試体 VEN | ceraimaate (PRE | geome exon ane 
5s 2 A eles tke Ant a 2 
a _ Bl cm? |e ton | kg/cm? | _kg/cm* _ 
1 25.2 40.6 1,607.9 
2 0 25.20 35.1 1,398.4 | 4,501.1 
3 25.25 37.8 1,497.0 
4 25.15 39.6 1,574.6 
5 5 25.20 STs 1i472.2| 1,457.4 
6 25.20 33.4 325.4 
7 25.2 36.2 436.5 
8 | 10 25.15 32.8 304.2 | 1,256.2 
9 25.20 25.9 027.8 
10 25.20 33.2 317.5 
Linas 25.20 33.4 325.4 | 1,367.0 
12 25.10 36.6 458.2 
13 25 .10 38.4 529.9 
14 | 95 25 .05 29.0 161.7 | 4,355.0 
15 25.05 34.4 372.3 
16 25 .00 30.7 228.0 
17-135 25.05 31.8 269.5 | 4,193.8 
18 25.00 27.1 084.0 
19 25.00 27.8 112.0 
0 | 45 25.05 31.2 245.5 | 1,197.8 
21 25.00 30.9 236.0 
22 | 25.05 33.5 337.3 
23 | Go 25 .10 32.8 306.8 | 1,321.8 
24 25.05 Boal 321.4 
25 25.00 27.2 088.0 
2% | 75 25 .10 33.4 330.7. | 1,225.9 
27 25.10 31.6 259.0 
28 25 .10 33.2 322.7 
29 | 95 25.05 31.6 261.5| 1,297.0 
30 25 10 32.8 306.8 
31 25.10 34.8 386.5 
32 | 115 25 .10 32.1 278.9 | 1,323.6 
33 | 25.05 32.7 305.4 
34 25.00 31.2 | 1,248.0 
35 | 135 25.00 36.6 464.0 | 1,291.8 
36 25.10 29.2 163.3 


さら に 供 試 体 を アム スラ ー 型 試験 機 に より 徐々 に 荷重 を 加え 


この 場合 荷重 速度 は ほ ゞ 一定 と し , 1 秒間 当り 


lkg/cm? と 規定 し た 。 ま た 試験 機 の 加 圧 板 と 供 試体 の 荷重 面 の 間 に Attachment を 用 
い , X DIKE RIGA A CHEE CX SHUHV SEI Lo MAAC Hen 
を 岩 塊 か ら 作 成す る 際 に あら か じ め 規 定 し , 各 供 試体 と も 荷重 面 は その 岩 塊 に お いて は 同 


計る 


弾性 係数 測定 用 の 供 試 体 は 前 と 同様 散 燥 状態 と し , それ に wire strain gage!) を 荷重 


1) Wire strain gage: Type C-1. 2 ii 90° 直交 , gage length は 21mm, 
gage resistance は 119. 650, gage factor は 2.08. 


し , 全 期 間 を 通じ 殆ど 一 定 値 を 示し て いる 。 さ きら に 吸水 量 比 と 耐圧 強度 の 変化 を 比較 


ES ee 
a 3 # 

No.3 HRM HE | No4GRMRA Nos RMS 
ar tae AM lk B\/AMH| & BARK) 
sneaky Ms 1 si | % le mm Pr  % mm 
“¢ «| .32.99-|0.2~1.2| 33.32 | 0.2~1.2] 36.01 0.2~1.4 
oe oe 0.58 | 0.3\0.7 3.28 0.6~1.2 1.21 0.40.7 
IR 2.1 58.94 0.5~2.3 | 56.96 0.5.2.0 
Be 芯 = ey eae S08 0.4A1.2 1.42 0.3~0.6 
fi 2.37 |0.8~1.8| 2:51 0.3~0.8| 3.18 0.2~0.6 
& Ye A 14,34 |1.0~3.5| 0.31 | 1.2~2.8 1.00 0:4~1.2 
he tk GK 0.70 }0.1~0.5 | 0.56 | 0.10.5 0.23 0.1~0.4 

< | 
計 99.99 | 100.01 | 100.01 
面 以 外 の それ に 垂直 な 任意 の ! HO PR 


に 1 個 接着 させ る 。 こ の strain に 
て 共 重 方 向 の 短縮 と それ に 直交 方 向 の 引 
長 と を 


wire 


gage 


測定 する 。 即ち strain gage を 


resistance strain meter の 測定 


用 端子 に 接続 し , アム 
ょ っ て 供 試 休 に 徐々 


lton $1240 Hc ea, 


AF —FNAR RR C 
Vo ay ia In Z. 荷重 
SERED fF [J O 


電気 抵抗 の 変化 に 伴う 単位 長 さ に 対す る 
ZAG, 即ち 47/ 人 を 測定 する 。 それ か ら 
の お ひび SO 
ら に IPERS 3 お よび 体積 弾性 率 を 算出 
た 。 そ れ ら の 結果 は 第 5 第 6 R, 
Bt 図 お よび 第 5 図 に 示す 通り で ある 。 

水中 格 生 の 全 期 間 を 通じ て, その 水温 
jx 15~17°C CHS ENILSZL, 
WRIRRE VC & SPARE ARUED % EIB 
DSNVKAE LBS, LOUIE 
は 極め て 短期 間 に 行 われ る 事 が 知れ る 。 
即ち この 石英 関 緑 岩 の 吸 水 率 は 0.611~ 
0.674 (第 4 表 参 照 ) で あり , 湿潤 期間 
5 日 に お いて , その 吸水 量 比 は 0.468~ 
0.487 を 示し て いる の で , その 約 75% 
は 既に 5 日 以内 に お いて 吸水 され る わけ 
で ある 。 ま た それ 以降 の 吸水 作用 は 比較 
WRITS CHSILLEBMDSNGZo 

WEG AD LRRIRRED % OWT 
も 大 きく , 湿潤 期間 5 昌 以 降 は 急激 に 低 


1 


Et 


mG 


we BR 205 
第 4 & 

| | 
1 |5.01x5.01x0.51| 34.38g| 21.93g| 34.59g| 2.72 |0.6119%¢| 1.65996 
ae 2 |5.01x5.02x0.51) 34.29] 21.89] 34.52] 2.72 | 0.671 | 1.821 

iN 

oe 3 |5.01x4.96x0.52) 34.11 | 21.78] 34.34] 2.72 | 0.674 | 1.831 

Bee ek, Be) wy) We BA oe | aa 
~%| 1 |5.03x5.03x0.52| 34.882] 22.33¢| 35.09g| 2.73 | 0.6029] 1.64496 
oA 
Ze 2 |5.02x5.03x0.52} 35.23 | 22.54] 35.45] 2.73 | 0.624 | 1.705 

= 3 15.02x5.01x0.51 34.27) 21.90] 34.51 | 2.72 | 0.700 | 1.905 

a| Be) A ELS | w1 | W. | We | BRE | poe | are 
a 1 |5.02x5.02x0.51] 34.71g| 22.26g| 34.94] 2.74 | 0.66394] 1.816% 
Z as 2 |5.02x5.02x0.51} 35.04 | 22.46] 35.27| 2.74 | 0.656 | 1.799 

岩 | 3 |5.02x5.01 x0.51| 34.61 | 22.26 | 34.84] 2.75 | 0.665 | 1.828 
する と , Me MOL aA 第 3 図 

a MF 


を 示し , 何等 か の 間 係 に ある 
こと が 推察 され る 。 Hoke 
比 の 増加 と 耐圧 強度 の 低減 と 
が 比例 関係 に ある こと が 想定 
され る 。 

第 3 回 試験 前 回 の 測定 試 
験 に お いて , 石英 隊 緑 岩 供 試 
体 の 耐圧 強度 と 吸水 量 比 は 湿 
ESS OS 日 以内 で 急激 な 変化 
が 行わ れる こと が 謗 め ら れ 
tro そこ で 本 試験 に お いて は , 
前 記 の 関係 に つい て さら に 検 
対す る た め , 水中 義生 期間 を 
細 区 分 し て , 耐圧 強度 と 吸水 
量 比 と の 関係 を 求め た 。 

本 測定 試験 に は 径 約 30cm 
Deo (No.4) を 使用 し た 。 
その 組成 鉱物 の 容積 比 お よび 
WES 3 表 , 2 図 お よ 
US 3 図 に 示す 通り で ある ? 


" 
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MF 
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試料 5 fay v 平均 面 
so leg TCI OY 100 fat am 度 圧 強度 
番号 Hl cm cm3 Wg WS % ton| kg/cm? | kg/cm? 
1 O | 25.15)126.25) 341.72 | 2.71 — = 67.3 |2,675.9|2,675.9 
2 25.20}126.50) 341.19 | 2.70 = = 70.2 |2,785.7 
3 0 | 25.15126.25 341.82 | 2.71 — — 74.1 |2,946.312,868.3 
4 25.20126.00| 340.65 | 2.70 = — 72.4 |2,873.0 
5 25 .10)125.75) 339.70 | 2.70 | 341.29 0.408 49.3 |1,964.1 
io) 5 | 25.20/126.50) 342.36 | 2.71 | 343.99 0.476 47.4 |1,881.0/1,899.4 
7 25.20)126.50) 341.17 | 2.70 | 342.83 0.487 46.7 |1,853.2 
8 25.20/126.25) 340.73 | 2.70 | 342.49 0.517 50.8 |2,015.9 
9 | 10 | 25.20)126.25) 341.88 | 2.71 | 343.49 0.471 51.2 |2,031.7/2,033.1 
10 25.20|126.50| 341.44 | 2.70 | 343.14 0.498 51.7 | 2,051.6 
11 25.20/126.25) 341.52 | 2.71 | 343.12 0.468 47.9 |1,900.8 
12 | 15 | 25.15/126.25) 340.30 | 2.70 | 341.91 0.473 47 .1 | 1,872.8]1,886.2 
13 25.20/126.50} 341.91 | 2.70 | 343.51 0.468 47.5 |1,884.9 
14 25 .15/126.25) 341.53 | 2.71 | 343.16 0.477 50.6 | 2,011.9 
15 | 25 | 25.15/126.00) 340.20 | 2.70 | 341.88 0.494 50.8 |-2,019.9|2,037.1 
16 25.15126.25 341.09 | 2.70 | 342.85 0.516 52.3 | 2,079.5 
17 25 .15}126.00) 340.02 | 2.70 | 341.84 0.535 50.4 | 2,004.0 
18 | 35 | 25.20/126.50| 342.39 | 2.71 | 344.08 0.494 51.2 |2,031.7|2,027.8 
19 25 .10/126.00} 340.08 | 2.70 | 341.81 0.509 51.4 | 2,047.8 
2 25 ..20/126.25| 339.79 | 2.69 | 341.61 0.536 52.5 | 2,083.3 
21 | 45 | 25.20/126.50) 341.35 | 2.70 | 343.11 0.516 47.8 |1,896.82,043.6 
22 25.20126.25| 341.29 | 2.70 | 342.97 0.492 54.2 |2,150.8 
23 25.20/126.50| 342.30 | 2.71 | 344.08 0.520 48.3 [1,916.7 
24 | 60 | 25.20/126.50) 342.57 | 2.71 | 344.33 0.514 52.5 | 2,083.3)1,963.0 
25 25.20|126.50| 342.20 | 2.71 | 343.95 0.511 47.6 | 1,888.9 
No. 1 : BEREERWORISE REICHEL 720 
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a 前 記 の 岩 塊 か ら 5x5x 
5 cm 立方 状 供 試 体 を 
24 Me, X Biz SxS 


“tee 


iy ee No.3. BFR x0.5cm BES 3 HVE 
た 成 し た 。 供 試体 作成 に 
% oe HlzoOC, CORSE 
度 CAVE RR L, 各 供 


BFR £%) 4 O Fis 

(MOT rae DUEL 
L だ る 

10 i a“ = め 50 690 & (1) it = OR 

験 は 前 と 同様 な 方 法 で 

行 つ た も の で ある 。 即ち 3 個 の 岩 片 を 110°C 以下 の 束 燥 器 中 に 放置 し , ZS Cit 

続 加 熱し て 齋 燥 させ る 。 そ し て 試料 が 恒 量 と な る まで 放置 し て 後 , BAPCHE(W,) す 
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第 6 x 
No. 3 g@xpage: | NO 5 BRK ik Se 
MD a ee eS, 1 Pp 
+* vy 7 #8 (dyne/cm?) 6.4 1011 6.8 x 1011 7.3x 10 
Io Ve Ze Onaga 0.24 0.24 
体積 弾性 率 (dyne/cm?) 3.2x10U 4.5x 1012 4.8x 10H 
剛 性 率 (dyne/cm?) 2.7 x 1011 2.7 x 1011 2.9 x 1011 
oS Oe es 

VL as 

5000 
BR 4000 ‘3. BRPBE No.5. BRBBE 
Att 
< 3000 
対 
す 
る 2000 
x 
ae 
の 
rt 1000 


る 。 こ れ に 要 し た 時 間 は 40 時 間 で ある 。 次 に 大 気圧 の も と で 蒸溜 水 (11~14°C) 中 に 演 
し , KARAT SE CAL CHLA CHE (W,) する 。 これ に 要 し た 時 間 は 
160 時 間 で ある 。 さ ら に 完全 に 水分 が 飽和 し た 第 に 恭 汐 水 (14°C) PP CME(W.)L, 見 
BV ES, 吸水 率 , 有 孔 率 等 を 求め た 。 そ の 結果 は 第 8 表 に 示す 通り CHS, 

(2) GEAR : 24 個 の 供 試体 を 前 と 同様 110°C DLP ORE ICEL, 卒 気 浴 に 
て 断続 加熱 し それ が 恒 量 と な る まで 束 燥 させ る 。 そ れ に 要 し た 時 間 は 314 時 間 で ある 。 

転 燥 状態 に ある 24 個 の 供 試 体 を 2 個 ず つの 12 組 に 分 け , WEMMetnen 0, 
1.5, 3, 6, 9, 24, 33, 48, 57, 72, 96 お よび 120 時 間 と し た 。 湿潤 期間 0 時 間 と は 整 燥 状 
態 の も の で あり , その 他 は 清水 中 に 浸し た も ゃ の で 湿潤 期間 は 水中 養生 期間 を 示し て いる 。 
この 操作 は 20°C 恒温 蜜 内 で 行 つ た も る ので, 水中 養生 の 全 期 間 を 通じ て その 水温 は 18.0 
~19.6°C で ある 。 供 試体 表面 に 付着 する 細 気 泡 は 毛 策 で た え ず 拭い , それ が 付着 し な い 
まう に 努め た 。 ぁ 

水中 養生 期間 が 終了 し た な ら ば は, 直ちに 清水 中 か ら 供 試体 を 取出 し 表面 に 付着 し て いる 
水 を 拭い と り , 容 気 中 で 行 量 し て その 時 の 重量 を 求め 吸水 量 比 を 算出 する 。 さ らい に 供 試体 
を アム スラ 一 型 試験 機 に より , 荷重 を 徐々 に 加え て 破壊 し その 時 の 耐圧 強度 を 求め た 。 こ 
の 試験 方 法 は 第 2 回 測定 試 険 と 全く 同様 で ある 。 そ れ ら の 結果 は 第 7 表 お よび 第 6 図 
に 示す 通り で ある 。 

試料 と し て の 石英 図 緑 岩 の 吸 水 率 は 0.602~0.700 (第 4 BBR) CHO, WME 
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1.5 時 間 の 吸水 量 比 は 0.396~0.432 を 示し て いる の で , COR 6496 は 既に 1-5 時 間 以 
内 に お いて 史 水 され る わけ で ある 。 ま た 120 時 間 に お ける 吸水 量 比 は 0.540~0.541 で , 
吸水 率 の お よそ 80% を 示し て いる 。 こ れ は 第 2 回 試験 の 湿 汐 期間 5 日 の 約 759%6 と 比 
幸人 的 近似 する 。 従 つて 吸水 作用 は 極め て 短期 間 に 行 われ る こと が 知れ る 。 そし て 3 時 間 
以降 の それ は 比較 的 緩 優 で あぁ る 。 
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an a = i Ke 7K 量 ‘ N iE 平均 N 
試料 RR ee ee 
期 間 面 策 a at E'S Oe 重 強 度 圧 強度 
番号 時 間 | cm cm3 ay. g W’ « % ton! kg/cm?2|kg/cm2 
1] 4 | 25.15|126.00| 341.61 | 2.71) — ae 72.8 |2,894.6l5 gin 4 
2 25 .15/126.25| 338.10 | 2.68) — = 68.9 |2,739.6/-7°"“* 
3 | 1 5 | 25.20126.25 341.28 | 2.70 | 342.63 | 0.396 | 52.7 2,091.3。 gyn 
4}4+° | 25.151126.00| 340.20 | 2.70 | 341.67| 0.432 | 50.4 |2,004.0)°"""" 
5| 5 |25.20126.25 342.33 | 2.71 | $44.04} 0.500 | 53.1 2,107.1。 og) 5 
8 25.20126.25| 341.78 | 2.71 | 343.54| 0.515 | 50.8 |2,015.9/"" 9° 
7| 4 | 28.20/126.50| 341.86 | 2.70 | 343.60 | 0.509 | 50.2 11,992.1。 019 9 
8 25.20)126.50| 341.52 | 2.70 | 343.19 | 0.489 | 51.6 [2,047.67 °%° 
9| 9 | 25.10125.75) 337.90 | 2.69] 339.66 | 0.521 | 54.1 12,155.41, 144 6 
10 25 .10/126.00) 340.30 | 2.70 | 342.17 | 0.550 | 51.9 |2,067.7\“7"**" 
11 | 5, | 25.15|126.00| 342.15 | 2.72 | 343.82 | 0.488 | 45.6 |1,813.1|, go) » 
12 25.15126.25 341.62 | 2.71 | 343.32 | 0.498 | 45.0 |1,789.3)°°°": 
13 | og | 25.15126.25, 341.95 | 2.71 | 343.67 | 0.503 | 54.9 12,182.91, 554 4 
14 25.20126.25 340.82 | 2.70 | 342.65 | 0.537 | 57.3 |2,273.8/°“-* 
15 | 4g |25.20126.50 340.49 | 2.69 | 342.26 | 0.520 | 52.5 /2,083.3), oj5 8 
16 “© | 25.10/125.75| 341.11 | 2.71 | 342.85 | 0.510 | 48.9 |1,948.2\47 °°: 
17 | 57 | 25.201126.25) 340.18 | 2.69 | 341.85 | 0.491 | 56.9 2,257.9。 196 4 
18 25.20)126.50| 343.08 | 2.71 | 344.80] 0.501 | 53.8 |2,134.9| °° 
19 | 79 | 25.20)126.50 341.32 | 2.70 | 343.18 | 0.530 | 55.2 2,190.5。 049.7 
20 25.20126.50| 342.04 | 2.70 | 343.82] 0.520 | 47.8 |1,896.9\0~ 7°" 
21] og | 25.15126.00 341.17 | 2.71 | 342.84 | 0.489 | 53.4 12,123,310 1 49 4 
22 25.10125.75 339.68 | 2.70 | 341.56 | 0.553 | 54.3 |2,163.3|"7" 7?" 
23 | yoy | 25.15 126.00, 340.64 | 2.70 | 342.48 | 0.540 | 47.5 |1,888.7), 996.0 
24 25.20126.50| 341.75 | 2.71 | 343.60 | 0.541 | 52.5 |2,083.3)7°" °°" 
比 重 : HORRREO His t AR L DP SRM reo 
6 6 & TS FER ESRC RE BW CHEK 
"Sle きく , RRB PEO CABREL 
14 3000 .5 VI AS) +) Saat + 5 
 zaoop | Nod, HE NHL BL RENEE 9 Ges ea 
jz 2600 i bNSo fEO TLORE Cs, 耐圧 強 
am a0 トミ 度 の 急激 な 減少 と 吸水 量 比 の 増加 と の 
A Line) EAE 関係 お よび 唄 水 量 比 の 緩慢 な 増加 に 代 
pod ty Oe ea TS 5 FETA OPER OWT OPER 
1600 }- 結果 は えら れ な い 。 
“O10 030 40 30 50 70 YD w 0 HO 120 第 = 回 試験 前 回 の 測定 試 険 に お 
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試料 ea 
: = 

番号 分 | cm2| cm W g W's % ton | kg/cm®| kg/cm? 
1 0 25.05125.25| 342.41 | 2.73 — —_ 79.6 3,177.6), 164.5 
2 0 25 .10)125.50| 343.28 | 2.74 — — 79.1 13,151.4|” y 
3 1 25 .10)125.50) 343.36 | 2.74 | 343.42 0.018 64.1 2,553.8|。 583.7 
4 1 25 .10/125.50) 343.29 | 2.74 | 343.35 0.018 65.6 |2,613.5/°” : 
5 3 25 .10)125.50| 343.07 | 2.73 | 348.15 0.023 63.8 2,541.8。 508.0 
6 3 25 .10|125.50| 342.22 | 2.73 | 342.32 0.029 62.1 2,474.1" s 
7 10 25 .10]/125.50| 342.88 | 2.73 | 343.00 0.035 61.8 2,462. 2\0 458.1 
8| 10 25.00/125.00| 342.53 | 2.74 | 342.64 0.032 61.2 |2,448.0)"’ 
9 30 25 .10/125.75| 343.75 | 2.73 | 343.86 0.032 63.5 2,529.99 510.5 
10 30 25.05)125.50| 342.53 | 2.73 | 342.65 0.035 62.4 |2,491.0/°” . 
11 60 25 .10|/125.75| 343.44 | 2.73 | 343.60 0.047 62.5 2,490.0), 456.2 
12} 60 25 .10|125.75| 343.62 | 2.73 | 343.79 0.050 60.8 |2,422.3/° a 
13 90 25 .10)125.75| 343.73 | 2.73 | 344.00 0.079 62.2 2,478 Mo 464.2 
14 | 90 25 .10/125.75| 342.83 | 2.73 | 343.05 0.064 61.5 |2,450.2)°” 7 
15 | 300 25 .10)125.50) 342.61 | 2.73 | 343.08 0.137 58.7 2,338.6|。 340.6 
16 | 309 25.101125.50| 343.29 | 2.74 | 343.80 0.149 58.8 |2,342.6/°’ : 
He Bo: ROBE LARL DORM 

VGSSARS 1.5 時 間 以 内 で 急激 第 7 図 


な 変化 が 行わ れる 事 が 認め られ 

る 。 本 試験 に お いて は , BID we aol} 

関係 を 検討 する た め さ ら に 水中 || 
MOWERS LC, 2500 ト RE 
EAE LAR LOMRE » 
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Se oe ve = Td Het een oe 
燥 状態 に お ける 弾性 係数 等 の 測 0 50 “100 750 200 250 300 pp 
定 を 試み た 。 pees 


本 測定 試験 に は 径 約 30cm の 岩 塊 (No.5) を 使用 し た 。 その 組成 鉱物 の 容積 比 お よび 
粒 径 は 第 3 表 , 第 2 図 お よび 第 3 図 に 示す 通り で ある 。 WHO BMA, 5x5x5cm 
立方 状 供 試体 を 16 個 と , さら に 5x5x0.5cm BAY 3 個 作 成 し た 。 供 試体 の 荷重 面 
は 作成 の 際 に 規定 し , 各 供 試体 と も 同一 方 向 で ある よう に し た 。 

(1) BH: 前 回 と 同様 3 HOBHS 110°C 以下 の 整 燥 器 中 に 放置 し , BRAKT 
断続 加熱 し て 東 燥 させ る 。 そ し て 試料 が 恒 量 と な る まで 放 午 し て 後 卒 気 中 で 衝 量 (Wy) 
る 。 こ れ に 要 し た 時 間 は 55 時 間 で ある 。 次 に 大 気圧 の も と で 蒸溜 水 1214°C) 中 に 浸 
し , 水分 が 完全 に 飽和 する まで 浸し て 後 容 気 中 の 行 量 (MW。) す る 。 こ れ に 要 し た 時 間 は 約 
95 時 間 で ある 。 さ ら に 完全 に 水分 が 飽和 し た 後 蒸 溢水 (15°C) CHER (We) し , Guts 
け 比 重 , 吸水 率 , 有 和 孔 率 等 を 求め た 。 そ の 結果 は 第 4 束 に 示す 通り で ある 。 

(2) 供 試 体 : 16 個 の 供 試 体 を 前 と 同様 110°C 以下 の 齋 燥 器 中 に 放置 し , BRIE 
て 断続 加熱 し それ が 恒 量 と な る まで 競 燥 する 。 そ れ に 可 し た 時 間 は 366 時 間 で ある 。 
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間 燥 状態 に ある これ ら 16 個 の 供 試 体 を 2 個 ず つの 8 組 に 分 け , WEMMrTnst 
れ 0, 1, 3, 10, 30, 60, 90, HEU 300 分 と し た 。 WBS O 分 と は 齋 燥 状態 の も 
の で あり, その 他 は 清水 中 に 浸し た も の で 湿 澤 期間 は 水中 状 生 期間 を 示し て いる 。 この 
操作 は 20°C YBRAN CHOP DOC, その 水温 は 17.2~18.2°C で ある 。 

水中 養生 期間 が 終了 し た な ら ば 直ちに 清水 中 か ら 供 試体 を 取出 し , その 表面 に 付着 し て 
いる 水 を 拭い と り , 卒 気 中 で 衝 量 し て その 時 の 重量 を 求め 吸水 量 比 を 算出 する 。 さ ら に ア 
ム ス え スラ 一 形 試 験 機 に より , 荷重 を 徐々 に 加え て 破壊 し その 時 の 耐圧 強度 を 求め た 。 

弾性 係数 の 測定 に は 湿潤 期間 0 分 の 加 燥 状態 の 供 試体 1 お よび 2 を 用 いた 。 即ち 2 
個 の 供 試 体 の 荷重 面 以 外 の , それ に 垂直 な 任意 の 1 面 の 中 央 に wire strain gage? ! 価 
接着 させ , これ に よ つ て 荷重 方 向 の 短縮 と それ に 直交 方 向 の 延長 と を 交 巨 に 測定 する 。 上 
記 の 試験 方 法 は 第 2 回 測定 試験 と 全く 同様 で , これ ら の 測定 値 か ら 弾 性 係数 を 求め た 。 
その 結果 は 第 6 表 , 第 8 表 , 第 5 図 お よび 第 7 図 に 示す 通り で ある 。 

測定 試料 の 吸水 率 は 0.656~0.66596 (第 4 表 参 照 ) で , WIR] 300 分 の 吸水 量 比 
は 0.137~0.149 で あぁ る 。 従 つ て 前 回 の 試料 より る も 吸水 作用 は 緩慢 で ある 。 史 水量 比 を み 
る と , WIKVERULIEARIE L Pe MLR ONAN, SNUBS RNR ApNSo 

Ae EGR ELEC RRC BY CRAKEAR L, TEKS CRICEP LL, SNUB 
低下 する 。 即 ち も 面 圧 強 度 は 水中 養生 期間 1 分 に お いて 既に 急激 な 低下 を 示し , OWE 
期間 の 増大 と ゝ も に その 値 は 徐々 に 低減 する 。 即 も 吸水 量 比 の 増加 と 耐圧 強度 の 低減 と 
は 密接 な 関係 に ある こと が 認め られ る 。 

3. 結 28 

供 試体 測定 試験 に お いて は , 同様 に 水中 養生 を 行い それ が 終了 後 清水 中 か ら 取 出し , 供 
BAD RECN TEL CO SIKD & Tf CHRO CREL, さら に 強度 試験 を 行 つ た の で ある 
が , 第 + 回 測定 試験 に お いて は , 水中 養生 期間 に 比 し 上 記 の 操作 時 間 が 比較 的 長い の で , 
特に 注意 し た 。 例 えば 称 量 後 強度 試験 を 行う まで は 再び KPC L CC RRA BES 
る 等 の 方 法 を と り , 不 必要 な 吸水 の 恭 発 を 避け る よう に し た 。 

岩 右 の 耐圧 強度 は 同一 試料 に お いて る も, 整 燥 状態 と 温 油 状態 と で は 大 き な 差 異 が あり , 
湿潤 状態 に お ける より る も 束 燥 状態 に お ける 方 が , 一 般 に 大 き な 数 値 を 示す こと は 前 述 の 通 
り で ある 。 本 報 文 は 岩石 の 耐圧 強度 の 減少 が 何 に 関係 し て いる か に つい て , 順次 行 つ た 試 
験 結果 を まとめ た も の で ある 。 そ の 結果 , 岩石 の 吸水 作用 は 一 般 に 清水 中 に 浸す と 同時 に 
極め て 速 か に 行わ れ , それ に 伴 つ て 耐圧 強度 る 急激 に 変化 する こと が 認め られ る 。 そ し て 
吸水 草 比 の 増加 は 耐圧 強度 の 減少 と 密接 な 関係 に ある こと が 知れ る 。 また 5 メ x5x5cm i 
方 状 供 試体 の 面 呈 強度 の 低減 , 従っ て 吸水 量 比 の 増加 は 水中 養生 期間 1~3 分 で 急激 な 変 
化 が 認め られ る 。 一 般 に 岩石 の 耐圧 強度 を 求め る に は , FORMK LOTTE RSZMBBR 
態 に お ける より も , ある 期間 水中 養生 を 行 つ た 湿潤 状態 で 試験 する 方 が よい 。 そ の 水中 状 
生 期 間 は 耐圧 強度 の 低減 素 の 緩 恨 化 する 点 に お いて 求め る の が 最も よい と 思う 。 従 つて 価 
々 の 岩石 の 種類 等 に よ つ て 暴 つて くる 。 等 者 が 各種 の 岩石 の 耐圧 強度 試 険 に お ける , 水中 
養生 の 最小 期間 を 15 日 と きめ て いる の は 湿潤 期間 の 耐圧 強度 に お ょ ぼ す 影響 の 比較 的 
小さ く な る 傾向 を 考慮 し た 結果 で ある 。 

本 報 文 発表 に 際 し , 種々 御 教示 を 賜 た 小河 内 貯水 池 建 設 事務 所 長 佐藤 志郎 氏 に 対し て 深 
其 な る 感謝 の 意 を 表す る 。 
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鉱物 学 及 び 結晶 学 


DAN 


8076, 酸化 トリ ウム , ペ リク レー ス 及 び 
SBBOsRER Skinner, B. J. 
BBX O° か ら 1000°C EO MBAR 
VE FALIBA RRA AT RBBEL KR カ 
メラ は 中 心 に スリ ツ ト 部 分 を 残し た BA 
IPPBX, 試料 は 粉末 の 棒 に し て 中 に 立 
て る 。 カー トリ ツ ヂ の 内 直 経 は 16cm 
で 0=45° 以上 の 回 折 像 を 得 ら れる 様 に 
層状 に 作ら れ て いる 。 BAUR OAH Ix 
KOE CHA CZEMAKo 試料 と し た 
ThO。 に は Si, Mg 不純 物 と し て 見 出さ 
る ZEA ILO iz dissolve L 
て 物理 的 性 損 に BE GA TWAME SD 
DXA RE CWA, HOGS rte PRG 
係数 (と 。) は 0.6216 x 10-5 + 3.541 x 10-9 
T—0.11257-? で , FAIA (%,) は 
1.865 x 10-5 + 10.96 x 10-®T — 0.3375 
T~? (T id 298° dre 1075°K %) で 
ある 。 ペ リク レー ス は 著者 の 外 , 多く の 
人 に 依っ つて 研究 され て 来 た が , PAB 
数 の 温度 に 対す る 曲線 は 373°K か ら 低 温 
度 に 向い 急激 に 下降 する 。 その % Uk 
1.411 x10-5 41.210 x 10-97 —0.5854 
D2 @ @, tt 4.232 x 1075+8.680 x 
10-°T —1.756T-2(T 1X298° 2s. 2,973°K 
%) で ある 。 SHIA, . 人 に より 実験 
値 に 比較 的 差 が 認め ちら れる が , これ は 実 
験 誤差 より は 成分 の 違い で に よる も る の で あ 
550 著者 は 市 販 の 金剛 石 粉 と 西南 アフ 
リカ 産 の 金剛 石 に 就 い て 実験 を 行 つ て い 
る が , MEOMRRIBSORE ly 109 
小 で ある 。 後者 の &。 は 0.09613 x 10-5 
+3.522 x10-9 了 アー0.0888 了 7-2 で , @, は 
0.2884 x 10-3 + 10.57 x 10-97 —0.2665 


ik 


T~2 (T tx 298° grb 973°K %) GH 
So M, BBs bio [Siew LB 
格子 の 大 き さ (go。) と し て ThO。 で は a。 デ = 
5:5925 エ 0.0001A) ペリ クレ ーー スズ で は 
ao==4.2117 エ 0.0002A, 金剛石 で は ay 
=3.56688 エ 0.00009A( 何 れる 298.16° 
K に 於 ける 値 ) な る 値 を 出し て いる 。 
(Am. Min., 42, 39~55,1957) ( 関 〕 
8077, ビル マ 産 の 新 鉱物 painite 
Claringbull, G.F. P,Payne, C.J. 

ビル マ Mogok {On &—ELOMSE 
中 か ら 見 出さ れ た 赤色 透明 の 結晶 は 新 鉄 
物 と 決定 され た 。 こ の 結 品 は 重 さ 1.7g の 
自 形 結 晶 で , 測 角 の 結果 c (0001), a 
{1010}, m{1120}, A{1230}, 1{1340}, 
c{1121} 等 多く の 結晶 面 が 認め られ な た 。 
微量 分 析 の 結果 は Al,O, 76.3, SiO, 
5G, BoO, (2.0, CAO. 15.75 EO 
計 100.4% で , 化学 式 は Ca,Si B Al, Ogg 
に 相当 する 。 比 重 は 4.01 で 屈 析 率 は 
=1.8159, €=1.7875, 硬度 は 8 で ある 。 
a=8.725, c=8.46A の 示方 単位 格子 を 

ち , 府 間 群 は P6。, P6,/m 或いは Pb; 
22 で ある 。 鉱物 名 は , この 結 卓 の 異常 
性 を 認め , 試料 を London に 送付 し た 
A.C.D. Pain RiWA CHW bNt%o 
(Min. Mag., 31, 420425, 1957) 

[長谷 川 

8078, 染色 法 に よる 方 解 石 と 苦 放 五 の 
識別 Mitchell, J. 

染色 液 は アリ ザ リ ン スル ホン 酸 ソ ー ダ 
(alizarin red S) 0.1g を 1/10N:HGCI 
100cc に 溶解 し た も の で ある 。 Cover 
glass を つけ な い 薄 片 を 40°C UBD 
この 染色 液 中 に 30 PRT. その後 よく 
水洗 すれ ば , 方 解 石 だ けが 紅 紫 色 に 染 ま 
り , 苦 灰 石 は 変化 が な い 。 これ は 策 薄 な 
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酸 に 対す る 両者 の WHE OBIE OO 
で ある 。 (Coloniol Geol. Min. 
Resources, 6, 182,1956 ; Cer. Abstr. 
May, 120, 1957) [長谷 川 〕 
8079, 含水 理 酸 塩 の 結 品 化学 : 1, To- 
rbermorite BFRIZKItTZ Al OF 
換 Kalousek, G.L. 

Blk, カオ リン , Bei VAR (tripoli) の 
種々 の 割合 の 混合 体 (CaO 42.7~50.0, 
SiO, 26.9~57.1, Al,O, 0.2~22.996) 
を オー トク レー ブ 中 で 170~175° CBW 
16 時 間 熱 水 処理 を し , 生成 物 を D. T. 
A 分 析 及 び X 線 解析 に よ ょ つて 調べ た 。 AE 
成 さ れ た 結 品 は torbermorite 4CaQO- 
5Si0,:5H,O で , Jae Hic Al。O。 が 多 
いと 4~5% の ALO。 を 含む 。 さら に 
Al12O0。 の 多い も の か ら は hydrogarnet 
3CaO- Al,O3-Si0,-4H,O を 生ずる 。 Al 
を 含む torbermorite は その 構造 中 , 4 
HAD Sit の 一 部 が Ali LO CMS 
れ て 生じ た も の と 思 は れる 。 (Jour. 
Am. Cer. Soc., 40, 74~80, 1957) 


【 長 谷川 


へ へ 


岩石 学 及 び 火 山 学 


8080, 岩 療 ガス に 於 ける 化学 的 平衡 
Ellis, A, J. 

ガス 系 の 理論 的 計算 結果 と 実際 に FLAK 
し た 岩上 ガ ス の 分 析 結 果 と か ら , 両者 問 
に いか な る 関係 が ある か を 研究 し た も の 
で ある 。 岩 具 ガ ス 中 に 見 られ る H,O-S,, 
H,0-S,-Hy, H,O-S,-0,, H,O-CO,- 
S.-H, 系 ガス に 就 て , BIAMCHKISL 
大 体 同一 組成 の も の に 就き 熱 力 学 的 資料 
に 基づい て , 広範 囲 に 変化 する 温度 - 圧 力 
に 対し 理論 的 組成 を 算出 し た 。 HH。0- 
CO,-So-Hy 系 に 於 て は , 温度 に 対す る 理 
論 的 分 子 が ス 組 成 の 変化 は 天然 ガス に 於 


ける 組成 の それ と 一 致す る こと が 分 り , 
之 は SO。, CO, 耳 。 を 持つ 高温 ガス か ら , 
了 主として CO。, HS より 成る 低温 の 温泉 
ガス に 至る 迄 適応 する 。 HORSE OBE 
ah C peters & と 硫化 物 が 平衡 状態 で 存在 
SARE BED CO, 及び HS 水落 液 
は , EAOWER ky MRICKY S BHR 
ガス に 見 られ る 普通 の 組成 の も の に 変化 
する 。 KRRERRACHKC, 理論 的 に い 
か な る 温度 で も , HCl,NH,, CH,, COS 
の 如き 他 の 成分 の 存在 が 予想 され る と い 
う 事 は , BIA AD 化学 的 平衡 状態 に 近 
S¢LAIHMWCHSo (Am. Jour. 
Sci., 255. 416.431, 1957) (RR) 
8081, ~%7754+}¢RRSEt oe 
f Reitan, ‘P. 

南部 ノー ルウ ェ エイ ィ イ , Risgr, St. Han- 
sholmen 島 の 南 震 は 普通 Precambrian 
ORR RSC, FARE LSS tO 
層 か ら 成 る 。 本 地域 は 1/200 の 詳細 な 
地質 図 が つく られ た 。 ARABIA 
石 , 斜 長 石 か ら 成 る 。: 片 麻 岩 は 和 倖 長石 , 
Aik, BARA, DORE, BGG 
DIMMS WeRHe Ak An.g~An,, 
で ある 。 ATVI4Z SHI 3 BRS, 
(1) 紅色 微 斜 長石 に と む 脈 で 上 記 各 岩石 
ERAS. 他 は 白色 ペグ マ ィ ト で 角 際 岩 
に 限っ つて 伴い , (2) 該 岩 中 に 脈 状 を な す 
も の と (3) BSO boundin F¥e Hes 
BVDEMHSo MRA (1) Angs, (2) 
Ang (3) An。。 で ある 。 REOREILH 
理 は 殆ど 垂直 , 走向 EW~WSW で , 急 
斜 し た 同 斜 橋 曲 で ある 。 (2) AeEHE 
様式 で 主 に 対角線 状 に 交叉 する 2 方 向 優 
HC, COP 1 Hesse. BHOWR 
に ある 。 KEWMHOB EL CBR 
MeSH boudin と な り , TOMEELT 
(3) が あぁ る 。 boudin は 動力 変成 作用 中 
Wikis & fabs & OMDB EZLE 
へ られ る 。 白色 ペグ マタ イト の 起源 に 就 


朱 


Ge $535 


VC (1) aaRME, (2) Skis, (3) 変成 分 
化 が 考 べ へ られ る 。 WSS AMC LT 
次 の 様 に 述べ る 。 即ち も 本 地域 が 変形 運動 
を 受け つつ あぁ る 時 に 起 る 低圧 地域 に 向け 
HIS ABBY 6 ile ite 

その アル カリ 含有 量 は ペグ マタ イト 生成 
の 温度 が 岩 此 温 度 の 範囲 より 低い こと を 
示す 。 HRETOBARAEEH EO HR 
な 変化 は FORA REBAR T REARING 
に よる 起源 を 支持 する RICBA SNS 

(1) の ペグ マタ イト に 就 い て は 殆 ん ど 述 
ATE Wo (Norsk Geol. Tidsskr., 
36, 213~239, 1956) (FH) 
8082, Mont Garibaldi 地域 の 第 四 
紀 火 山 岩 類 Mathews, W. H. 

British Colombia 南部 Coast Mo- 
untains の Mt. Garibaldi 地域 に は 
Pliocene(?) OV, JKILPUBAd bm 
SLRA~BREAWAD 大 山 岩 系 列 及 び 
rhyodacite ガサ ラス の 貫入 岩 が ある 。 
15x25 mae 30 以上 の 火山 中 心 が あ 
So 此 等 岩石 の 造 岩 鉱物 の 詳細 な 記載 が 
ある 。 HA -Min 及び thin Mish, 
接合 面 , BHMMOAIE ATV TERBL, 
Nikitin の 低温 型 申 線 , Kaaden の 高温 
型 曲 線 に 比較 する と , 後者 ピ 一 致す る 。 
An,~An3, で , 一 般 に 同一 岩石 の 石 基 
分 より An に と む 。 逆 累 帯 構造 の 皇 獲 品 
を 含む 。 叉 種々 の 双 卓 型 の 頻度 を 測定 し 
て いる 。 理 酸 鉄 物 一 石英 安山岩 中 に クリ 
スト バル 石 , 石英 が ある 。 角 隊 石 一 石英 
安山岩 中 に あり , REAR BE CRILAK 
BbHY, オペ パサ イト 化 る も し て いる 。 FF 
AB -BRAZWAROR Ua Pid Y, 
En, ~En,), HAMEO-K“ER A, 安山岩 
及 石 英 安山岩 に あり , 成分 を 光学 性 か ら 
REL, En-Fs-Hd-Di 図 に 点 示 する 。 
MAHAR BACH So bie 
A-XKRBRVUEZ WA PORE と し て 認 
め ら れ , その 成分 は Fog~Fojsg で あぁ る 。 


本 地域 の 各 岩 石 16 MOLT eB 
げ SIO。- 酸 化物 , SiO。- フ ルム SKMOZBE 
化 図 を 示す 。 一 般 に KK2O, Fe に 乏しく 
Al。O。, CaO it 変化 図 は High 
Cascade 及 Lassen Peak の 火山 岩 平 均 
HAT SB (アル カリ 石灰 指数 64) 。 岩 
右 妖 融 物 の 屈 析 率 が SiO。 量 に 平行 し て 
変化 する 事 を 示し , 変化 図 に 両者 を 併用 
し て いる 。 各 岩 型 の 岩石 学 的 性 質 , 噴出 
容積 , 多量 の 石英 , 長石 捕獲 品 等 か ら 本 
岩石 系 列 が 附近 の 石英 隊 緑 岩 に 依 つ て UE 
成せ られ た 玄武 岩 質 岩 栗 が ME HO 
撰 別 を 受け な が ら 分 化し た も の と 述べ て 
いる 。 (Am. Jour. Sci., 255, 400~415, 
1957) (Fie) 
8083, Donegal) Ardare 深成岩 体 
OAteBHEASZ RRS Akaad, M.K. 

Ardara 7h GA OAC RAIL TB k 


hy Maas semi-pelite, Portnoo lime- 


stone group, Clooney pelitic group} 
り 成 り , 之 の 花 賠 岩 体 に より Bem Thr 
DIMAVSAE DAVES OL E5 Cb SAS 内 部 花 
MANZE AP ClxJGWw andalusite fF 
を 形成 し , さら に BoM ABOUT Ve VL AM い 
sillimanite 帯 を 作 つ て いる 。 Anda- 
lusite ホル ンプ ブ ェ エル ス 中 に は staurolite, 
garnet WAL, 叉 andalusite 自身 も 
大 き な 結 品 中 に 不 規 則 な 形 の andalusite 
kOe, 二 期 に 互 る 結 品 作用 が 行わ れ 
だ た だ こ と を 示し て いる 。 Semi-pelite 及び 
upper pelite 中 に も 早期 と 後期 と に 結 
上 品 し た 二 種 類 の garnet PEND 
方 位 を 持つ chiastolite Bpeh, Bente 
garnet 及び plagioclase 変 夷 唱 は 回 転 
し た 形跡 の 包 裏 物 を 持ち , iB L Bey 
の 両者 が あぁ つた 事 を 示す 。 叉 Ardara: 深 
RAAF —HOBRO PAK LOCH 
成 さ れ だ も の で , 最初 の 岩 相 は 混成 され 
た quartz-diorite 及び granodiorite 
AE LY HOB AMLAIEMO granod- 
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lorite BAO MPIC KO CBM snd 
DC, ZieR7RPIRREIC HS core を 
綱 い て 導入 し た も の で ある 。 (Geol. 
Mag., 93, 377~392, 1956) (HEF) 


金属 鉱床 学 


8084, FROM Mitt MBH Jen- 
sen, M.L. 

硫化 鉱物 中 の 同位 元素 S*?/S* 比 は 同 
一 鉱床 で は 近似 値 を と る と 云わ れ て いる 
が 筆者 は この 点 を 鉱物 共生 面 よ り 研究 し 
て その 結果 を 成因 的 な も の に 関係 づけ よ 
9 と 試み た 。 
Mackinaw $6 ||| 22 OK & WEA S aS 
SKYE 22.10, 22.106 EFS EME S22/S34 
比 を 叉 Frood 鉱山 産 の 同時 生成 縮 状 黄 
PGK BE BEGRGKIX 22.185, 22.19 の 値 を 
示し た 。 唱 出 順序 の MARES OIOWT 
は , 産地 不明 の 方 鉛 鉱 , PQHREAGR, Fad 
GEA 22.39, 22.21, 22.19 と 早期 より 
蜂 期 に 従 つ て 減少 する 値 を と つた が Vig- 
SNUSPE OD BA BRGK & Fi J RHA HA DE A 
は 各々 22.11 と 同値 を 示し た 。 次 に Ma- 
rsden’s $kilipe, 22.09 の 方 鉛 鈴 を 禁 う 3 
2 MARKIE 22.3 り を 示し た 。 この 様 に 2 
次 鉱物 が 初生 鉱物 より K7 SLES % fe 
向 は その 他 の 試料 か らち も 確か め ら れ な た 。 

此 れ 等 より S/S (SK YOM & BBE 
な 関 際 性 を 示し , 0.x~0.0x FERED SEI 
両 鉄 物 の 鉄 液 源 及び 通路 等 成因 的 な 意味 
EARL, それ 以下 の 小 差 は 生成 時 の 温度 
変化 , そ れ 以 上 の 差異 は 成因 的 に 無関係 な 
或 は 不平 衡 な 関係 を MRT SLB ASH 
Bo 更に 2 KNMAS 4 MMO wie 
用 は 同位 元素 比 増大 の 事実 か ら , 交代 に 
際 し て 金属 イオ ン の みな ら ず S イオ ン の 
移動 も 行わ れ た で あろ うと その 交代 機構 
に 就 い て も 論じ て いる 。 AH S32/S34 yk 


鉱物 種 に よ つ て 特徴 ある 値 を 示さ な い 。 
(Econ. Geol., 52, 269~281, 1957) 

CAT 
8085, Giant Yellowknife 2g 
の 鉱物 学 Coleman, L.C. 

本 鉄 床 は 岩 此 起 源 に よる 熟 水性 鉱床 で , 
産出 鉱物 の 唱 出 順序 は 第 1 期 ( 黄 鉄鉱 , 硫 
ALGRS), 第 2 期 (CARRSOGR, 黄銅 鉱 , 磁 
硫 鉄 鉱 ), 第 3 期 (BH, MARK, BE 
SK, WSAGK, wk, WRK, Hit = ツ 
7 VSk, gudmundite, HRB, PAIgG, 
meneghinite, #82239 Gk) GC, BIL LOW, 
HEL LC PRALGRGK E 密接 に 共生 する 他 , 
Pill GRE, 石英 , RAO BUCS, Bice 
SN DED 0 各種 鉱物 の 分 布 状態 に は 
著しい 規則 性 は 認め らち られ な い が Sb ABH 
Me Pb 系 鉱物 が 共存 する 例 は な い 。 
Kullerud の FeS-ZnS 平衡 図 に 従 つ て 
第 2 期生 成 の 関 亜鉛 鉄 の 生成 温度 を 推定 
すれ ば 365~560°C と な め , RIC IOP 
亜鉛 鉄 中 に は 懸 滴 状 , 工 片 状 黄 鉛 鉄 が 観 
察 さ れ , Buerger に よれ ば その 部 深 温度 
は 350~400°C と され , これ ら の 結果 か 
ら 少 く と も 第 2 期 の 鉱 化 作用 は 360~ 
500°C 以上 と 思わ れ , 金 の 鉱 化 作 用 は そ 
れ 以 前 の 所 呈 深 成 高 温 期 に 営ま れ た も の 
tBrAbNSo 但し , HMOMs MBO 
硫化 鉱物 , 硫 塩 鉱物 と 共生 する 金 は 第 1 
期 に 品 出 し た 既存 の 金 が 後期 熱 水 深 液 と 
反応 , 交代 等 の 複合 作用 を 行い , 現在 見 ら 
れる 如き 讐 床 を 生成 し た も の と 思わ れる 。 
(Econ. Geol., 52, 400~425, 1957) 

CBA bez) 
8086, Montana に 於 ける ウラ ン OR 
能 性 に つい て Armstrong, F.C. 

Montana の 中 央 部 , 東部 及び 西南 部 
の 地質 環境 は , Colorado 台地, Wyo- 
ming の 北東 地域 , Ontario の Blind 
River, Africa の Rand 等 , 有名 な ウツ 
ラン 鉄 床 地 淀 の それ と 極め て BULL Te 


ib 
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る 。 即 も 当地 域 の 地質 は 古生代 , 中 生 代 , 
第 三 紀 の 堆積 岩 類 と , TEMA TAD 
リ 岩 質 岩 石 (ARE, BRARA, PR 
BHRA, yavxys, MHA See 
tia) OBHE, Ge, AR, 岩 脈 状 を な 
し て お り , INS KKBROMS, BR 
及び 地質 構造 は Colorado 合 地 の も の と 
良く 一 致す る 。 更 に 東部 Montana OF 
岩 (late Cretaceous) 中 に は 僅 量 な が ら 
未 同 定 ウ ラン 鉱物 が 存在 し , BUF VE 
Kh 含 ウ ラン 石灰 質 砂 岩 も 発見 され て い 
る 。 一 方 , 古生代 ~ 第 三 紀 に 至る 前 記 堆 
積 岩 に 於 て は , 随所 に 放射 角 異 常 が 認め 
られ その 堆積 条件 も Ontario 或 は Afr- 
ica の それ と 近似 し て いる 。 上 記 の 事柄 
か ら , 本 地域 に は 可 な り 有 詞 な ウラ ン 鉱 
床 が 期待 され る 。 因 に , Colorado ys 
て は セレ ン が 鉱石 探査 の 有効 な 指針 と な 
つて いる が , 当地 で は セレ ン の 存在 が 比 
較 的 普遍 的 で ある た め , 特に 探 査 の 指針 
と は は ならない 。 (Econ. Geol., 52, 
211~224, 1957) (Sep uz J 
8087, 鉱 体 探 査 の 要素 Bichan, W. J. 
SARE ST SHALL 1) Bee 
RUBRIC BRT 6 岩石 の 変形 能 
力 , 2) BRRUBRAORKEKES, 3) 
Shy, 4) RAB, 5) KM LO 
関係 及び それ に BAAS S GAPE MO Uh 
状態 , 6) 鉱 化 状況 , 7) Gh t BTA 
の 時 間 的 関係 , 等 の 問題 を あげ て 懇 説 し , 
その 例 と し て カナ ジ ダ 採鉱 治 金 教室 編 の 
Structural Geology of Canadian Ore 
Deposits の 論文 中 より 各 項 に 該当 する 
BOD OMM ERA L CHA L TW So 
CHIC EME 200 LES HRELE 
ナダ SORBED SKAKABAREIX Cordillera, 
Shield, 及び 全 地 区 順に 次 の 割合 で 各 項 
に 関係 が あつ た と いう 。 1) 57, 40, 43, 
2) 66, 40, 52, 3) 66, 65, 65, 4) 6, 
38, 30, 5) 56, 74, 70, 6) wens 


196 PR, 7) 15, 16,1696 (Econ. 
Geol., 52, 99~114, 1957) (HFA) 


PPP TIS r= 


Bi he 


8088, BihOPK Knebel, G.M., 
Rodriguez-eraso, G. 

堆積 盆地 の 石油 の 産 状 に つい て , 自由 
世界 の 主要 油田 236 油田 の 資料 か ら 1) 
geographical location 2) basin pos- 
ition 3) type of trap 4) lithology of 
reservoir 5) geologic age of reservoir 
6) gravity of crude 7) chemical base 
of crude 8) subsurface depth of occ- 
urrence 9) time of discovery ® 9 14 
目 に つい て 統計 的 に まとめ て いる 。 1) は 
ALT AV Ay FAT AVA, A OIN, F 
フリ カ , PRIVY, 極東 , 6 地区 に わ 
け て 油田 別に 分 類 し て いる 。2) は depo- 
sitonal basin & と structural (present) 
basin © 2 つ に 分 け て いる が , hinge 
が 産油 量 が 最大 で shelf, deep basin, 
rim の 産油 量 は basin の 形 で 異 つ て い 
Zo 3) は anticline, fault, uncon- 


formity, reef, other structure, com- 
bination の 6 段階 に わけ て いる が , an- 
ticline が 全 産 油 量 の 8096 を 示 め , WH 
数 も 236 油田 の 58.298 を し め る 。 4) 
(7h AO BAe sand, carbonote, 
other fracture の 3 段階 に 分 け , sand 
が 全 産 測量 の 599% ZrVh ARO 61.796 に 
BER 5) は 産油 量 は 中 生 代 が 最大 で 
第 三 紀 , 古生代 , の 順 と な る が , 油田 数 
は 第 三 紀 , 古生代 , 中 生 代 の 順 と な つて で 
wWHo 6) ie A.P.I. gravity % light 
(30° 以上 ), medium (22~30°), , heavy 
(22° 以下 ) に 分 け 大 部 分 が light に 属す 
る 。7) は paraffinic, mixed, asphaltic 
の 3 つ に 分 ける と 全 世 界 の 油 の 75.396 
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が mixed. に 属す る が , 中 央 アジ ヤ ャ の 原 
油 を の ぞ く と , asphatic が 43.9% で 最 
大 と な る 。 8) は 3000~4000 feet ボー 
RB Wo 9) は 1917 年 西部 venezuela 
の Boliver coastal 油田 が 発見 され て 
産油 量 が 急 に 増し て 以来 10 年 周期 で 産油 
量 が 増大 し て いる 傾向 が うか が われ る 。 
以上 の 9 項 上 に つい て 図表 と 共に 説明 し 
て で いる 0 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 40, 547~561, 1956) (fal #) 
8089, AGA YAW Silver Bay 
地域 の 湖 刻 質 に つい て «Swain, F.M., 
Prokopovich, N., 

スウ ペリ オル 湖 の 湖 成 堆積 物 が , Pike 
の Silver Bay 附近 , 415 平方 マイ ル 
に わた る 地域 の , 29 箇 所 の 地点 か ら 探 取 
ざれ だ 6 これら の 族 質 に つい て COM 
理 的 , 化学 的 , 生物 的 譜 性 質 を , 岩 相 層 
序 の 立 場 か ら 詳 細 に し じ ら べ た 。 この 湖水 
は , 次 解 固形 物 の 全量 僅か に S50~100 
ppm に 過ぎ ず , また 有機 物 の 生産 力も 
低く , 食 営 養 湖 の 湖 で ある 。 BMiLEL 
し て 赤 福 色 の 砂 ま じ り の シル ト 質 粘土 で 
Beaver TOM MGT ¢ eon MD 
WEMOTWHSo HRMSHNRREICOW 
て Munsell color chart を 用 いて 底 質 
の 色 の 変化 を し ら べ , また PH, Mite 
元 電位 , 放射 能 の 測定 , eA, Aye 
量 , 化学 組成 , 鉱物 組成 , 有機 物 組成 等 
を し ら べ た 。 そ の 結果 , Silver Bay pt 
JEM ESAlk, 2 つの color facies と , 2 
つの 頭 著 な biofacies に 区 分 され る 
が 認め られ た 。 即ち , Re ea cls 
PRB EHELG, これ は Precambrian の 
風化 し た Keweenawan の 火成岩 に 由来 
する 酸化 鉄 に よる 着色 と 思わ れる 。 WHE 
か ら は な れ た 場所 で は , WARE OK 
EBM SKEOMAMICAYD, これ は 続 
成 作 用 の 結果 , 酸化 鉄 の 選 元 に よる も の 
で あろ 3 う 。 更に 湖 早 に 近い 堆積 物 は 一 般 


に oligochaete-malacostracan biofa- 
cies で ある が , WED 5X DPOB 
で の 堆積 物 は diatomaceous biofacies 
で 特徴 づけ られ る 。 癌 クロ マト グラブ 分 
析 で 湊 書 様 物質 を し ら べ , INE AY 
TIN PRBO 2-3 の 富 営 養 湖 の 堆積 物 中 
の も の と 比較 し て みる と , Silver Bay 附 
近 の る も の は , AOC ABK MARE 
水素 は 約 2 EES, アス フ ア テア ルト 分 は 
少く 1/2 程度 に 過ぎ な いこ と が 認め られ 
ho この 様 な 想 異 は , 湖 の 環境 に 関連 す 
る 問題 と し て 興味 深い 。 (Bull. Geol. 
Soc. Am., 68,527~542, 1957) [島田 〕 
8090, Denber basin の 集 油 構造 
Murray, H. J. 

au7 FY Denber 堆積 盆地 か 5 tx 
1949 42} 01956 年 初め まで に , 240 の 
Wh KIB 8500. Bs—V VOW 
共に 多量 の ガス を 産出 し て いる 。 これ ら 
は Lower Cretaceous の Dakata san- 
dstone 中 の 所 調 D, Jzone 中 に 農 存 す 
SO, 出 油 地域 に 於 ける “D” zone 
は 一 連 の シル ト 岩 か ら な り その 中 に レン 
ズ 状 乃至 鞭 紐 状 (shoestring) Ape pH 
EF So また “zone は 更に 連続 性 の 
あぁ る 砂岩 か ら な り , その 中 に 多数 の シル 
ト や 頁岩 の barrier 28, 特に その 上 部 に 
Bo E@ENS MERI stratigraphic 
trap に よる 油 の 集積 で ある が , 少く と も 
その 中 で 最大 の 出 油 地 域 で ある Adena, 
Little Beaver, Harrisburg 及 Bobcat 


は stratigraphic control に よる も の で 
ある 。 こ の “DN "J" 2YN- OME 
及び 湖 透 率 の 水平 , 垂直 的 変 移 は , strati- 
graphic anomaly と 関連 し て , 或 は これ 
と は 無関係 に 油 の 地域 的 集積 を 支配 し て 
BY, 貯溜 槽 の 形態 か ら , (1) 独立 し た 
sand lenses, (2)shoestring sand bod- 
les (3) 砂岩 中 の updip barriers, (4) RF 
溜 砂岩 上 部 の updip drop, 及び (5)#D 


抄 
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の 不 規則 は cementation, 以上 の 5 つ に 
区 別 さ れる 。 この 地域 の 集 酒 条件 を 探究 
する こと は 必要 で ある が , 少く と る も 以上 
の 資料 は 同様 な 他 地 域 の 探査 上 有効 で あ 
BOG (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 41, 839~847, 1957) [加藤 
8091, Porous Cup Electrode に よ 
る 溶液 の 直接 分 光 分 析 Feldman, C. 
筆者 は 落 液 の 分 光 分 析 に 始め て porous 
cup electrode を 控 用 し , 直径 0.25%” 
DORR BRE 1.5” OF X COML, AE 
0.125” ORE ABD, 一 端 は 1.1mm 残 
こし , この 細長 い 炭素 電極 の 実に 試料 深 
We 0.2~0.3cc An, 5~10sec 予備 放 
電 す る 。 液 が 放電 面 に 浸出 する の で 15 
秒 竹 まつ て か ら 再び 放電 せしめ て 撮影 す 
る 。 この 方 法 は 検出 感度 が 高く , Feld- 
man は 次 の 様 な 結果 を 得 た 。0.01~0.1 
ppm (Be, Mg), 0.1~1.0ppm (Ag, 
Alb, i) LO~—l0ppm, (Bi, Cb, 
Co; (Cr. Cu, Ke; Ga, Ge, Hf, In, 
eas Wii, NI, “Pb, Re, Tr, Vo Zr), 
10~i00ppm (As, Au, Ce, Cs, Hg, 
EE, Bu, Sb SH Th, Zn), 100~ 
1000ppm (Te, W). 電極 間隙 は 2mm, 
(Anal. Chem. 21, 1041~1046, 1949) 
Chai J 
8092, BihOMBTHZORE Carlson, 
Mi Te Gann, Bak; 

Quenched electrode method の 検出 
感度 は 0.1~0.0196 で ぁ つ て , Fi 
感度 2~100ppm の 範囲 を 分 析 す る た め 
に , 筆者 等 は cathode layer method を 
用 いて 分 光 分 析 を 石油 の 微量 元素 の 決定 
に 用 いた 。 電極 は quenched electrode 
CARICH SAUD IBALL EO S,* yh 
に 10 SARL CSR LW ONE 下 極 と 
し , EAE RAE BS At, 10 アン 
ペア の 直流 弧 光 を 通じ て 分 析 し た 。 内 標 


Me で cobalt acetate 2} lithum 
hydroxide を silicagel percolated mi- 
neral oil, n-hexadecane, c.p. dis- 
tiled オレ イン 酸 に 加え 標準 試料 を 作 つ 
中 の 下る INiZ-Er, VgiCa, Na 
Si, Al, を 分 析 し Fe で は 最大 誤差 が 24 
% CHOOT, (Anal. Chem. 22, 1118 
~1120, 1950) [阿部 〕 


8093, 互 油 の 微量 元 来 の 決定 Karc- 
hmen Gunn ER 

右 油 及び 油 中 の 元素 の 影 絡 , 元 来 の 存 
在 の 状態 に つい て の べた 後 , 直接 分 析 法 
を 概観 し 分 析 例 を あげ て いる 。 300K 
YH® geological origin の identifi- 
cation に 応用 し た 例 を 示し て いる 。 筆者 


等 は Devonian, Silurian, Elenburgen 


の geological formation に つい て , JA 
産地 別 の 原油 に 対し て 分 析 を 行い 説明 を 
加え て いる 。 原油 は 2096 に 濃縮 し た る も 
の に つい て 分 析 し , 元 の 量 に 換算 し て 分 
光 分 株 と 化学 分 析 と を 好 較 し て 表示 し て 
いる 。 説明 不 充分 で ある が , この 表 か ら 
BBE OED 6 EO 原油 の 生成 起源 に 
関す る 区 別 が 明 ら と な り , 他 の 物理 , 化 
学 的 の いか な る 方 法 も これ ほど 判然 と 区 
別 す る 事 が 不可 能 で ある と 結ん で いる 。 
叉 間接 法 に つい て も まとめ , 自選 の 研究 
零 で の 発光 分 析 法 を 紹介 し て いる 。 ma- 
trix "の 主 成分 と し て は 譜 酸 リ シッ ウム を 用 
い , これ に ash Hmg を 加え て 分 析 す 
る 。 合成 試料 に つい て も 違 つ な 研究 所 で 
分 析 し た 結果 Fe, Na © 3~100ppm, 
Ni, Cr, V の 1 へ ~20ppm に 対し て £10 
~+30% の accuracy CH), 同じ 試 
料 に つい て の 比 色 法 に よる 分 析 の accu- 
racy は お よそ キ 8% で あつ た 。 直 接 法 が 徴 
量 元素 の 分 析 に 有望 で ある と 結ん で いる 。 
(Anal. Chem. 24, 1733~1741, 1952) 
CBr} 
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8094, 硝子 内 に 含有 され る が ガス 成分 の 
研究 (第 6, 7 報 ) 岡村 HR 

As,O3, Sb。0。 等 の 清澄 剤 を 含ま ぬ 
Na,O-CaO-MgO-SiO, 系 硝子 を , 高温 , 
高 真 補 下 で 安全 に ガス を 除い た 後 , 1 気 
FED CO 中 で 1 時 間 定 温度 に 加熱 し , 
1100~1400°C FAD CO の 沙 解 度 を 測定 
し , 硝子 の 発色 , 比重 , ABBR Rie 
SHOE EH Lio CO を YAH St ret 
子 は 薄い 緑 福 色 を 帯び , PABREREO 1 
に つれ 福 色 が 濃く な る 。 又 試 料 表 面 に は 
色 の 濃い 薄 層 が 生じ る 。 こ の 発色 の 原因 
vt Fe OFF 40% S OBBICESO FE 
重 は ガス 落 解 温度 の 上昇 と 共に 増す 傾向 
が あぁ ある 。 失 透 温度 は 殆 ん ど 変 らち な い が , 
1250° で 長 時 間 深 解せ し め る と , PB 
く な る 傾向 が ある 。 CO を 党 解 し た 硝子 
TRAP CHAAIL, 放出 され る ガス を 
elie, CO ak snd, H,O 
の 放出 が 認め られ た 。 こ れ は CO が 素地 
中 に 拡散 し て OH イオ ン と 作用 し , H。O 
を 生じ て いる も の と 療 え られ る 。 

上 記 と 同様 の 実 険 を Ar に つい て 行 つ 
72o VAHRE IZ O,, CO。, SO。, CO 等 に 
比 す と 小さ く , 又 温度 に よる 差異 も 少 い 。 
Ar 沙 解 後 の 硝子 に は 色調 の 変化 な く , 比 
重 , 失 遂 温度 共に 他 の ガス の BARA 
て 如 熟 に 度 温 よる 影 絡 は 最 る 少く, 差異 
は 殆ど な い 。 し か し Ar Sh CHAR 
する と 差異 が が 認め らち られ, 比重 は 1200°C 
で 再 妊 融 し た 時 に 最低 値 を 示し た 。 ME 
窪 中 で 再 姓 融 し , 放出 ガス を 定量 し た 所 , 
AT は 認め らち れず, 他 の ガス に 上 比 し 少量 
で は ある が , 一 定量 の HLO ORR 
OSM (AMO, 6, 75~88, 
89~97, 1956) [横山 〕 


imi 


8095, 分解 爵 媒 中 の 人 金属 含有 物 の 分 光 
分 株 Gunn, E.L. 

分 解 触媒 中 の 金属 含有 物 の 発光 "特性 を 
し ら べ る ため , moving plate method 
で 特定 の スペ クト ル 線 の 状態 を 明らか に 
し て , 分 析 に 最 と も 適し た 条件 を 見 出す 
た め に 行 つ た 。 これ ら の 試験 試料 は 炭 素 
電極 上 に 深き 6mm ORE DY COD, 
直流 300 ボル ト , 8 アテ アン ペア の 弧 光 を と 
ば し た 。 豆板 は 10 POT SHH dT T 
うごか し て 100 秒間 撮影 し , 各 元 素 の 強 
度 と 時 間 特 性 を 図示 し て いる 。 内 標準 は 
Co, W, Sn 合用 きれ eC oN 
で は 全 発 光量 の 60% Na, Cr は 80%, 
W が 989%, Ca, Sr は 30% が 30 FORA CIE 
ER NRN ORNS ENR CS 
まで 発光 し 撮影 する 事 は , background 
と 分 子 ス ペク トル を 増す だ け で 精度 の 向 
上 に は な ら Wo (Anal. Chem., 23, 
1355~1360, 1951) [阿部 〕 
8096, 分 光 分 析 に ょ る 使用 済 潤滑 油 の 
BORE dansSet Ws SMO, IPs 
Hodgkins, C.R. 

7IVI7—-AOBRAO Fe O]R 
量 は し ば し ば ェ ン ヂ ン の BREET 
る 基礎 と な る 。 内 標準 と し て は 発光 経過 
の eR 
か ら ナ フ テ ン 酸 コバ ルト が 選ば れ て , 使 
ABOARD 0.0003~0.309% の Fe 
が キキ 59% の 精度 で 分 析 さ れ た 。 拝 油 中 の 
Fe は 懸 泡 の 状態 で 存在 し て いる の で , 
Calkins の quenched electrode me- 
thod は 不適 当 で あぁ る の で 特別 の BOR 
SAGE (EO RARE ANT バー ナー 
で 灰 化 し , その 後 周囲 の 壁 を 洗 意 深く 取 
除き 円 氏 面 に 附 着 し た 灰 化 し た RS BR 
素 対極 と の 間 で , 2 アテ アンペア, 500 ボ ルト 
の 次 流 弧 光 で 発光 させ 分 析 し た 。 (Anal. 
Chem., 23, 1362, 1951) [阿部 〕 


2 EWA R 


## SB 石井 清彦 FR AG 鈴木 FE 高橋 純一 
BEHt 誠太郎 
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